
論題

著者

掲載誌

ISSN

刊行年月

判型

0910-9730

A4 (210mm × 297mm)

横浜正金銀行本店の関東大震災復旧工事資料について
―神奈川県立歴史博物館所蔵「横浜正金銀行本店等震災復旧工事関係資料」のうち「決定見積書」の紹介―

丹治雄一

2013（平成 25）年 3月

神奈川県立博物館研究報告―人文科学―　第 39 号



【
資
料
紹
介
一

横
浜
正
金
銀
行
本
店
の
関
東
大
震
災
復
旧
工
事
資
料

に

つ

い

て

ｌ
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
横
浜
正
金
銀
行
本
店
等
震

災
復
旧
工
事
関
係
資
料
」
の
う
ち
「
決
定
見
積
書
」
の
紹
介
１

｛
要
旨
］

本
稿
は
、
一
九
○
四
（
明
治
三
七
）
年
創
建
の
横
浜
正
金
銀
行
本
店
（
現

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
重
要
文
化
財
・
史
跡
）
で
一
九
二
四
〈
大
正

一
三
）
年
か
ら
翌
二
五
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
関
東
大
震
災
復
旧
工
事
に

関
す
る
資
料
と
し
て
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
横
浜
正
金

銀
行
本
店
等
震
災
復
旧
工
事
関
係
資
料
」
の
う
ち
二
冊
の
「
決
定
見
積
書
」

に
収
録
さ
れ
た
各
工
事
の
明
細
を
目
録
化
し
、
そ
の
記
載
内
容
等
の
概
略
を

紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
冊
の
「
決
定
見
積
書
」
に
収
め
ら
れ
た
三
七
一
件
の
震
災
復
旧
工
事
の

見
積
書
は
、
復
旧
工
事
の
設
計
者
で
あ
る
櫻
井
小
太
郎
（
櫻
井
小
太
郎
建
築

事
務
所
）
が
承
認
手
続
き
を
行
い
、
正
金
銀
行
本
店
に
設
置
さ
れ
た
「
横
浜

正
金
銀
行
建
築
所
」
へ
送
付
し
、
実
際
に
施
工
さ
れ
た
工
事
の
見
積
書
群
で

あ
り
、
正
金
本
店
の
震
災
復
旧
工
事
の
詳
細
を
知
る
上
で
最
も
重
要
な
意
味

を
持
つ
資
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
一

横
浜
正
金
銀
行
本
店
関
東
大
震
災
復
旧
工
事
資
料
決
定
見
積
書

櫻

井

小

太

郎

丹

治

雄

一

（

１

）

小
槁
は
、
一
九
○
四
（
明
治
三
七
）
年
創
建
の
横
浜
正
金
銀
行
本
店
（
現
神
奈

川
県
立
歴
史
博
物
館
、
重
要
文
化
財
・
史
跡
）
で
一
九
二
四
〈
大
正
一
三
）
年
か

ら
翌
二
五
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
関
東
大
震
災
復
旧
工
事
に
関
す
る
資
料
と
し

て
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）
が
所
蔵
す
る
「
横
浜
正
金
銀
行

本
店
等
震
災
復
旧
工
事
関
係
資
料
」
（
以
下
、
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
）
の
う
ち

二
冊
の
「
決
定
見
積
書
」
に
収
録
さ
れ
た
各
工
事
の
明
細
を
目
録
化
し
、
記
載
内
容
．

様
式
等
の
紹
介
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
午
前
二
時
五
八
分
、
相
模
湾
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
〈
関
東
地
震
）
、
こ
の
地

震
と
地
震
直
後
か
ら
発
生
し
た
火
災
に
よ
る
被
害
は
、
東
京
府
・
神
奈
川
県
を
中

心
に
関
東
全
域
と
山
梨
県
・
静
岡
県
に
及
ん
だ
（
関
東
大
震
災
）
・
震
源
か
ら
近

く
被
害
が
大
き
か
っ
た
神
奈
川
県
内
で
も
横
浜
市
、
な
か
ん
ず
く
正
金
本
店
が
立

地
す
る
関
内
地
区
の
被
害
は
特
に
甚
大
で
あ
っ
た
。
正
金
本
店
が
関
東
大
震
災
で

受
け
た
被
害
も
、
内
務
省
や
神
奈
川
県
・
横
浜
市
な
ど
の
各
機
関
が
震
災
の
被
害

を
詳
細
に
記
録
・
保
存
す
る
た
め
に
発
行
し
た
い
わ
ゆ
る
「
震
災
誌
」
や
正
金
銀

行
の
内
部
資
料
な
ど
に
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
階
を
除
く
一
階
か
ら
三
階
ま
で

（

２

）

の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
内
装
と
ド
ー
ム
を
焼
失
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

震
災
で
受
け
た
被
害
を
復
旧
し
、
再
び
こ
の
建
物
を
正
金
銀
行
本
店
と
し
て
使
用

す
る
た
め
に
櫻
井
小
太
郎
（
一
八
七
○
～
一
九
五
三
年
）
を
設
計
者
、
竹
中
工
務

店
を
施
工
者
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
が
、
関
東
大
震
災
復
旧
工
事
（
大
正
の
改
修

工
事
）
で
あ
る
。
正
金
本
店
の
震
災
復
旧
工
事
の
全
体
像
と
櫻
井
が
そ
の
設
計
者

は
じ
め
に
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ま
ず
、
表
１
に
よ
り
当
館
が
所
蔵
す
る
「
横
浜
正
金
銀
行
本
店
等
震
災
復
旧
工

事
関
係
資
料
」
の
概
要
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。
本
資
料
群
は
、
神
奈
川
県
が
県

立
博
物
館
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
横
浜
正
金
銀
行
の
後
身
で
あ
る
東
京
銀
行
よ

り
同
行
横
浜
支
店
（
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
）
の
有
償
讓
渡
を
受
け
た
際
に
建
物

と
と
も
に
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
横
浜
正
金
銀
行
の
行
章
入
り
の
文
書
箱
に
収
め

ら
れ
た
状
態
で
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
当
館
の
地
下
倉
庫
に
て
発
見
さ
れ

に
選
定
さ
れ
た
経
緯
は
、
別
稿
で
改
め
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
当
館
が
所

蔵
す
る
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
で
も
紹
介
し
た
よ

う
に
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
一
○
月
か
ら
九
五
年
三
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、

神
奈
川
県
立
博
物
館
か
ら
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ァ
ル
エ
事

二
平
成
の
改
修
工
事
」
）
の
調
査
報
告
書
に
お
い
て
、
吉
武
創
作
氏
が
本
稿
で
取

（

３

）

り
上
げ
る
「
決
定
見
積
書
」
を
中
心
に
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

吉
武
氏
の
関
心
は
主
と
し
て
改
修
工
事
の
施
工
内
容
に
あ
っ
た
た
め
、
施
工
業
者

名
お
よ
び
施
工
費
は
そ
の
多
く
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
仮
設
工
事
や
職
工
の
雇
い

入
れ
の
見
積
書
も
翻
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
報
告
書
か
ら
こ
れ
ら
の
情
報
を
知
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
小
槁
で
は
当
館
が
所
蔵
す
る
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」

の
う
ち
、
実
際
に
施
工
な
い
し
執
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
工
事
や
職
工
の
工
賃
な

ど
の
見
積
書
が
綴
ら
れ
た
「
決
定
見
積
書
」
と
の
表
題
が
付
さ
れ
た
二
冊
の
簿
冊

に
つ
い
て
、
そ
の
収
録
内
容
を
改
め
て
目
録
化
し
て
そ
の
全
体
像
を
紹
介
し
、
併

せ
て
そ
の
記
載
内
容
や
使
用
さ
れ
た
用
紙
な
ど
、
こ
れ
ま
で
細
か
に
検
討
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

｜
正
金
本
店
震
災
復
旧
資
料
の
概
要
と
「
決
定
見
積
書
」
の
内
容

（

４

）

た
こ
二
件
二
三
三
点
に
お
よ
ぶ
資
料
群
で
あ
る
。
文
書
資
料
と
図
面
資
料
か
ら
な

る
本
資
料
群
の
内
訳
は
、
正
金
本
店
本
館
の
震
災
復
旧
工
事
に
関
わ
る
資
料
で
は
、

文
書
資
料
と
し
て
小
槁
の
考
察
対
象
で
あ
る
復
旧
工
事
の
見
積
書
を
綴
っ
た
二
冊

の
「
決
定
見
積
書
」
（
恥
２
．
３
）
の
他
に
、
請
求
書
（
恥
４
．
５
．
６
）
や
現

場
で
施
工
を
承
認
し
た
工
事
（
恥
町
）
や
、
工
事
で
使
用
さ
れ
た
材
料
に
関
係
す

る
資
料
（
恥
７
．
８
．
皿
）
、
工
事
日
報
（
恥
型
な
ど
が
あ
り
、
図
面
資
料
も

設
備
関
係
図
を
中
心
に
三
七
点
が
確
認
さ
れ
る
〈
恥
Ⅳ
）
．
ま
た
、
正
金
本
店
本

館
の
復
旧
工
事
資
料
だ
け
で
な
く
、
本
館
と
接
続
し
て
建
設
さ
れ
た
附
属
家
の
新

築
図
面
（
恥
肥
）
や
、
本
店
同
様
妻
木
頼
黄
二
八
五
九
～
一
九
一
六
年
）
が
設

計
し
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
、
本
店
か
ら
程
近
い
市
内
宮
崎
町
（
現
横
浜
市

西
区
宮
崎
町
）
に
置
か
れ
た
接
客
所
（
横
浜
正
金
銀
行
倶
楽
部
）
の
新
築
工
事
の

見
積
書
（
恥
、
）
と
図
面
（
恥
岨
・
加
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
文
書
資
料
に
は
表

紙
に
、
図
面
資
料
に
は
図
面
を
ま
と
め
て
収
納
し
て
い
た
包
紙
に
、
そ
れ
ぞ
れ
朱

書
き
の
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
（
凶
１
）
、
い
つ
整
理
さ
れ
た
も
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
表
１
の
「
整
理
番
号
」
欄
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
整
理
段

階
で
残
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
資
料
が
現
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
資
料

群
の
整
理
段
階
で
の
全
容
も
残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
資
料
で
構
成
さ
れ
る
本
資
料
群
に
お
け
る
二
冊
の
「
決
定
見
積
書
」

の
重
要
性
は
、
そ
こ
に
綴
ら
れ
た
見
積
書
が
実
際
に
正
金
本
店
本
館
で
実
施
さ
れ

た
震
災
復
旧
工
事
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
と
い
う
点
に
求
め

ら
れ
る
。
以
下
、
表
２
に
よ
り
「
決
定
見
積
書
」
に
綴
ら
れ
た
見
積
書
を
概
観
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

表
２
は
「
決
定
見
積
書
」
に
綴
ら
れ
た
見
積
書
の
記
載
内
容
を
目
録
化
し
た
も
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表1 横浜正金銀行本店等震災復旧工事関係資料目録

整理番号

整理番号1

整理番号3(1)

整理番号3(2)

整理番号4ノ1

整理番号4ノ2

整理番号4

整理番号7

整理番号8

整理番号9

整理番号10

整理番号13

整理番号14

整理番号16

整理番号17

整理番号18

整理番号20

整理番号22

整理番号23

整理番号24

整理爵号25

整理番号33

整理番号35

表題

事務所費調書綴

決定見積苔其ノー

決定見積言其ノー

請求書綴其ノー

請求書綴其ノー

請求書綴其ノ1Jリ

材料日報

譜材料試験成績綴

勘定書綴

接客所決定見積

人札心得吾綴

送付案内

本館古材受渡言

本館現場承認綴

本館承認通知綴

接客所日誌

本館改築二関スル図面（部分図）

附属家新築二関スルIxI面（部分図）

接待所新築二関スル図面（部分図）

接待所新築二関スル図面

本館材料日報

本館工事日向日報

年代

年10月211｣～1925年10月191」

年7月24日～1925年4月7日

年4117R～12月15R

年91120R～1925年3月22H

年4月20R～6月22R

年12月8R～1925年9月20日

年6月22H～10月18R

年10月231｣～1925年7Hlu

年10月10日～1925年12月9日

年10月12[1～1927(昭和2)年8月2511

年

年11月6R～1926年2月24日

年10月～12月

年3月22H～10月7R

年9月6H～1925年11j120日

年4月1R～1927(昭和2)年3月8H

年8月271 1～1925年7H29日

年10月7R～1926年6月21R

年1月2111～10月10日

年6月1911～10月5日

年7月3R～1925年4月20R

年～1925年

形態

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

綴

冊

胄焼lxl面

胄焼図而

青焼IxI面

青焼図面

綴

綴

数量恥

１

ｌ

２

３

ｌ

４

ｌ

５

ｌ

６

７

ｌ

８

ｌ

９

加

一

Ⅱ

昭

一

昭

一

Ｍ

｜

略

賄

Ⅳ

’

昭

四

一

鋤

刻

一

理

1924(大正13)

1924(大正13）

1925(大正14）

1924(大正13）

1925(大正14）

1924(大正13)

1925(大正14)

1924(大正13)

1924(大正13)

1926(大正15）

1924(大正13）

1924(大正13）

1925(大正14）

1925(大'lil4)

1924(大正13）

1926(大正15）

1924(大正13）

1925(大正14）

1926(大正15）

1926(大正15）

1924(大正13）

1924(大正13）

１

１

１
’
１

１
’
１
’
１
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
１
ｌ
１
ｌ
１
｜
犯
帥

６

２

４

７

４
｜
型

の
で
あ
る
。
「
決
定
見
積
書
」
は
「
其
ノ
こ
と
「
其
ノ
ー
」
の
二
分
冊
と
な
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
綴
ら
れ
た
見
積
書
の
総
数
は
、
各
見
積
書
に
付
さ
れ
た
「
承
認

番
号
」
か
ら
三
七
一
件
、
そ
の
総
見
積
金
額
は
職
工
の
日
給
や
単
価
記
載
の
み
の

も
の
を
除
き
約
七
○
万
円
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
判
明
す
る
。
二
冊
そ
れ
ぞ
れ
に
綴
ら

れ
た
見
積
言
の
作
成
年
代
は
、
「
其
ノ
こ
（
表
２
の
「
工
事
恥
」
に
「
１
１
□
」

と
記
載
さ
れ
た
も
の
）
が
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
七
月
二
四
日
付
（
恥
１
，

Ｕ
か
ら
翌
一
九
二
五
年
四
月
七
日
付
雨
１
１
唖
ま
で
、
「
其
ノ
ー
」
（
表
２

の
「
工
事
恥
」
に
「
２
１
□
」
と
記
載
さ
れ
た
も
の
）
が
同
じ
く
一
九
二
五
年
四

月
七
日
付
雨
２
１
畦
か
ら
同
年
一
二
月
八
日
付
雨
２
１
塑
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
各
見
積
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
簿
冊
に
表
２
掲
載
の
順
序
で
、
概
ね
「
承
認
番
号
」

の
小
さ
い
見
積
書
な
い
し
「
作
成
年
代
」
の
早
い
見
積
書
か
ら
「
承
認
番
号
」
の

大
き
い
見
積
書
な
い
し
「
作
成
年
代
」
の
遅
い
見
積
書
の
順
に
下
か
ら
上
へ
重
ね

る
か
た
ち
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
其
ノ
ー
」
に
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
「
送

ｒ
Ｌ
ｋ

図1 決定見積書其ノー表紙
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陵京
作成

市本所Ⅸ柳原町二丁I I 脚竹林工作所

宛先

｜竹!|!工務l1i
l (粉)竹中工務"i東京支店
｜横浜正金銀行 『

備考 送
一
一
一
一

一一

一
一
一

承
一
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○

○
’
○
’
○
’
○
’
○

I写」印、人名印2個

暁
市京橋Ⅸ南伝馬町三丁｢1 (W)IY, l l l商店 竹中工務店用紙使川。 「写」印 米舎「13.8-28｣、 「承」印

竹中工務店用紙使用｡ 「'写｣ 印市東一丁目石井材木店 朱書「仮設工事」 「13.8.30｣、 「承」印
横浜市南吉ll1町四ツl l 潮、製材(間 横浜I服金銀行

横浜正金銀行
竹中工務店川紙使用。 「写」印、朱書「仮設I事」 「13‘8.30｣、 「承」印

横浜市花咲町Iノリ小林三吉商店

横浜市港町二丁目鳶池内常【I i
竹!| !工務店用紙使川。 「写」印、朱書 ｢仮設工事」

｢取設 I二事」
ｊ
ｊ

Ｏ

Ｏ

３

３

８

８

３

３

１

１

ｒ
ｒ

ｌ
Ｊ
ｌ
ｊ

承

承

ｒ
ｌ
ｒ
ｌ

印
一
印横浜'眼金銀行

横浜正金銀行
竹中工務店川紙使川。 「写」印、朱言

川崎市堀ノ内町楠本与三松 竹'li1鴬務店川紙使用。 「写」印、末房｢混凝上工事」 「13.9.6｣、 「承」印
東京市本郷区元町二山本庄脳 横浜正金銀行

横浜正金銀行
竹中工務店用紙使川。 「写」印 樗

一
袴

｢取殴工7打」 「13.9.6｣、 「承」印

｢仮設I事」 「13.9.6｣、 「承」印

印

横浜市駿河町三市村材木応 竹中工務店用紙使川。 「写」印
横浜市駿河町二

横浜市尾上町

市村材木店

鋼鉄商㈲笹尾商店

横浜正金銀行

横浜止金銀行
竹中工務店用紙使川。 「写」印、朱書 ｢仮設I事」 「13.9.6」

｢仮設工事」 「13.9.6」
｢承」印
｢承」印竹中工務店川紙使用。 「写」印、朱書

東京巾下谷区仲御徒士町-l~[1 ペンキ職石黒
齋輔

横浜止金銀行 竹中工務店川紙使用。 「写」印、朱書「塗帥1事」 「13.9.18｣、 「承」印 ○

横浜市南中通正金銀行建築場 （名)竹中工務店出ﾘl
所

横浜lf金銀↑』 竹! | '工務店用紙使用。 「写」印 ○

竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書
印

｢番横浜'ij南'l!通り lf金銀行建築場 （名)竹!| '工務応出
張所

横浜止金銀行 外2」 「附随I:事｣、 「14.3.24｣ flj、 「承I

横浜市南中通り正金銀行建築場賂)竹中工務j,ii出
張所

横浜正金銀ｲJ 竹! |1 1務店用紙使川。 「'ﾜ」印、朱書「雑費」 「13.9.30｣、 「承」 11I ○

東京市日本橋区亀島町二村瀬栄太郎 竹! | 1 l猫店用紙使用。 rIj噂」印、朱書「防水工事」 「13.9.9｣、 「承」印横浜正金銀行

横浜正金銀1J萱

’

’
’
’
’
’
’
’
’
’
○
’
’
○
一
○
’
○
’
’

○
’
○
’
○

○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
一
○
’
○
’
○
’
○

C

○

○○

○

横浜市港町二TI I

横浜市港町二l~ ' 1

池内常吉

池内常I【』
竹中工務店用紙使川。 I写」 lll、朱耆 ｊ

ｊ
９

９

９

９

３

３

１

１

－
戸
１

｢承」印
｢承」印横浜'［金銀行 竹中工務ﾉ,ii用紙使用 ｢写」印

｢写」印

未＃

竹! | 1 1旦務店用紙使川東京市本郷Ⅸ兀町二 1I1本庄牡 横浜正金銀行

横浜正金銀行
朱書「13-9.9｣、 「承」印

川崎市堀ノ|ﾉ､l 橋本与三松 竹!|! I務店用紙使用。 「‘勺 印、朱書「13-9.9｣、 「承」印
横浜市尚嶋町ﾉL丁' 1 肯山藤吉 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書「13.9.9｣、 「承」印横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜市尚島町ﾉL丁H 肯山藤吉 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書 ｊ
ｊ

９
９

９

９

３

３

１

１

－
１

｢承」印

｢承」印横浜市,笥島町九丁目肯山藤吉
日本橋区亀島町二村瀬栄太郎

｢l本橋区亀烏町二村瀬栄太郎

竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書

竹中工務店用紙使用。 「写」印 朱書「13.9.9｣、 「承」印
朱書「13.9.9｣、 「承」印竹中工務店用紙使川。 「写」印、

竹中工務店用紙使用

竹中工務店川紙使川

横浜市吉田町一渡辺栄郎

東京市本郷区柳原町二]~ I1 (資)竹林l:作所

横浜li金銀行 享」印、朱書

享」印、朱耆

尹」印、朱書邑團画

｢仮設l車」 「13.9.15」

｢13.9.15｣、 「承」印
｢混凝土及土工工事」

「承」印

13.9.15｣、 「承」印

横浜l［金銀行

東京市四谷Ⅸ六番町佐藤弥一 横浜IIﾐ金銀行 竹中工務店川紙使用

竹中工務ﾙ肖川紙使川。 「写」印
竹!| ! ]務店川紙使川。 「写」印

横浜市新山下町一木村亀太郎

横浜市南仲通り正金銀行建築場 （名)竹中工務い;出
張所

横浜ll｛金銀行

横浜正金銀行
朱耆「仮設I事 「13.9.17｣、 「承」

「13.9.24｣、 「承」

印

印朱書「硝子工事」

東京市本郷lX元ll11.二 111本庄松 横浜正金銀1」 竹.1 ' 1工務店川紙使川。 「写」印、朱書「取竪工事」 「13.9.30｣、 「承」印
束京巾本所区柳ll叩町二1.tl (閏竹林工作所 横浜正金銀行 竹中工務店用紙使川。 「写」印、朱書「混醗f及 t工々訂」 「13.9.30｣、 「承」印

横浜市内高,I;&町九丁11 青11 1藤吉 横浜l[金銀行 竹11!工務ﾙii川紙使用。 「写」印、朱書「仮設工事」 「13.9.30｣、 「承」印

横浜市花咲町四小林三吉商l,ii 枇浜正金銀1」 竹. ! | 1 l務店用紙使川 印
印

１
１

写
写

｢仮設工事」 「13.9-17｣、 「承」印
圭
［
坐
、

小
水
小
不 E…詞横浜市花咲町I川荒物雑貨・縄莚叺番・段寶竹仁

胃請負小林三吉商店畳製造1場鶴膳町
横浜正金銀行 竹! |1 I2務店用紙使川 ｢13.9.24｣、 「承」印

横浜市尾上町－1~ | ｜

横浜市翁町参l~ '1

笹尾商店

竜舎

横浜llを金銀行 竹中工務l,i;用紙使用。 「写」印、朱書 ｢仮設I事」
｢附随l事」

｢13.9.17｣、 「承」
｢13.9.24｣、 「承」

印
印横浜llf金銀行 竹中工務l,ii川紙使用。 「写」印、朱書

竹!|!工務"i用紙使用。 「写」印、未討印、未評 「附|池工事」 「13.9‘24｣、 「ﾉ侭」印横浜市南中通り正金銀行建築場 （名)竹中工務j古出
張所

横浜正金銀ｲJ ○

臓
礦
原

横浜市桜木町五 鵺金商店藤枝金太郎 横浜lli金銀行 竹中工務店用紙使用。 「写」 I1j、朱書「附随T:項」 「13.9.20｣、 「承」印 ○

浜I付福富町二建具職金了亀三郎 横浜1 1 金銀行 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書 ｢仮設工事」 ｊ
ｊ

Ｏ

Ｏ

３

２

９

９

３

３

１

１

Ｉ
Ｆ
ｌ

Ｊ
１

承
承

ｒ
ｌ
ｌ
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ

印

竹1 | 1 1猫店用紙使用。 「写」印、朱書「附随工事」京市深川区内平井町竹中工務店東京製作所 横浜正金銀ｲ】 印
横浜正金銀行

横浜正金銀行
竹中工務店用紙使川。 「写」印、未耆「附随工17」 「13.9.20｣、 「承」 印

東京市深川IX西平井町竹中1旦務店東京製作所 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書「附随l事」 則
則

２

２

９

９

３

３

１

１

ｒ
ｒ

ｊ

』

承
承

ｒ
１
１
Ｆ
０
Ｉ
Ｉ

印

~印東京市深川区西､F井町竹中工務店東京製作所 横浜圧金銀行 竹中工御,ii川紙使用。 「写」印、朱苫「附随工事」
横浜市吉田町一丁'1 渡辺栄劇 横浜正金銀行 竹中工務店川紙使用。 「写」印、朱書「仮設工事」 「13.10.6｣、 「承」印、印・ ｲ

ﾝｸ 「現場受付大正13年12117日」
○ ○

横浜市福富町三

横浜市駿加I町三
横浜市桜木町七］

堀本福太郎

市村材木応

目 11l辺雌素(株

横浜正金銀行

横浜正金銀行
竹中I務店用紙使川。 「写」印、米耆「仮設工事」 「13.9.24｣、 「承」印

詐竹II! 1務店川紙使川。 「写」印、朱書「仮設工事」 「13.9.24｣、 「承」印
横浜正金銀ｲ1 竹1i! 1務店用紙使川。 「‘ゲ」印、朱書「取竪工事」 「13.9.30｣、 「承」印

竹中工務店用紙使川。 「学」印、朱書「取竪工事」 「13.9.24｣、 「承」印横浜市桜木町fi ダイヤモンド印カーバイト関東
一丁販売瓦斯器具酸素鏥接器械ゴムホースー式
鈴木カーバイト支府

横浜正金銀行 ○

東京市点橋区常盤町門出商応 横浜正金銀行

横浜正金銀行
竹中工務店川紙使川。 「写」印、朱書「附随工事｣、 「13.10.8」印、 「承」印

鶚
需
率

○

神奈川県川'崎町八I-暇直喜鉄l所

横浜市駿河町三]~R 巾村材木店
竹中工務店用紙使用。 「写」 1211 朱書「附随工市」 ｢13.10-8」印、 「承」印

朱書｢仮設工事｣、 「13.10.8」印印横浜IIﾐ金銀行

横浜正金銀行

竹中工務j,ii川紙使用 ｢写」印
｢写」印

、 「承」印
東京市本郷区兀町二山本庄松 竹! | 1 1:務店用紙使川

セールフレーザ一商
印

ザー商
13.10.9」印、 「承」印

会用紙使川 ｢写」印､朱書「鉄材 l事｣､｢13.10.13」印､｢承CHUBB＆SONS， LOCK＆SAFECOMPY
LIMITED. (チャブ錠・金庫会社)Resident

Engineer (人名サイン) 、 SALE＆FRAZAR
LTD． （セールフレーザ一商会)SoleAgentsfor
theEmpireofJapan．

TheYokohamaSpeCie
BankLtd， Yokohama

(横浜llﾐ金銀行）

横浜巾駿河町参市村材木店 横浜止金銀行 竹中工務店用紙使川。 「写」印、朱書｢仮設工事｣、 「111 3.10.14」印、 「承」印 ○’○
東京｢h京橋区本八l堀l叫丁日岡谷間鉄部 横浜正金銀行 竹中工務店用紙使用。 「写」ロ｣､朱書「混凝土及土工々市｣、 「13.10.14」印、 「承」

印
○ r~、

、ノ

TAKATA&CO. (高m商会)TOKIO
ENGINEERS＆CONTRACTORS

東京市深川区内平井町竹中工務l,ii東京製作所

東京市点橋区東豊玉河岸田｜ |清古商脂

横浜IE金銀行 尚田商会川紙使用。 「写」印、未書
名印

害 「衛生工事｣、 「13.10.14」印、 「承」印、人

朱＃｢附|池工事｣、 「13.10.16」印、 「承」印

○ ○

横浜正金銀↑』． ○’ （
横浜｣E金銀↑I 竹III I務店用紙使用。 「写」印、未!# ○

東京市京橋区東豊玉河岸H1口清吉商店 横浜正金銀ｲ』 竹1 ' 1工務店川紙使川

誰東京市芝区月見町一丁目㈱横加I橋謬

横浜市南仲通四l~n (名)塚l ll商店

]~目㈱横加I橋梁 朱＃｢鉄材工事｣、 「13.10.20」印製作所 横浜正金銀ｲ｣富 竹! |'工務I,ii川紙使用團
一
園
一
同

印
印

印
印

ｊ
ｊ
印

承
承
‐
１

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
蔀
へ

横浜正金銀行 竹中工務店用紙使用 朱書｢仮設工事｣、 「13.10.20｣ 111
横浜市南1'1通り

張所
If金銀行建築場竹中工務店川 横浜正金銀行 竹1 ' 1工務店川紙使川 印、朱書「雑費｣、 「13.10.24」印 ｢承」 ○ ○

東京市京橋IX束豊玉河岸H1 IJ75,'i商j,ii

横浜市南中通り正金銀行建築場竹｢|'工務店出
張所

竹!IIT務噛川紙使川。 「写」印、未耆｢石材工割、 「13.10.24」印、 「承」印横浜lE金銀1J ○○

横浜ll2金銀↑』 竹中工務店川紙使＃1。 「写」印、朱書「附随I事｣、 「13.10.24」印、 「承」印 ○ ○

川崎｢而東一丁目

横浜市駿加1町三

(名)石井材木店

市村材木"『

竹中工務店川紙使川 ｢写」印

｢写」印

横浜IE金銀ｲj

横浜正金銀行
朱書｢仮設l事｣、 「13.10.24」印、 「承」印 ○

’
○
’
○

○

’

○

一

○

○1
竹1'1工務店用紙使川 朱If＃「附随工事｣、 「13.10.28」」 ｢承」印印

横浜'li山ト．町日本トラスコン鋼材㈱横浜II II張所 ｢写」印、朱書「鉄材工事｣、 「13.11.6」印、 「承」印横浜l｝ 金銀行

竹中工務応用紙使川。 「写」印、未狩｢仮設工事｣、 「13横浜市福富町三堀本福太郎 横浜正金銀ｲJ 11.6」印、 「承」印
横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

膿
浜市野毛町|ノリ l.l l 煉瓦建築請負業村松市松 竹中工務店用紙使用。 「写」印、 「13.11.6」印、 「承」印

竹中I務店川紙使用。 「写」印、朱詳「鉄材工事｣、 「13浜市南仲通I川］~ | ｜ 塚山{ 竜太郎 11.6」印、 「承」印
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表2横浜正金銀行本店等震災復旧工事関係資料のうち決定見積書内容目録
作成年代見積金額

325円

18,225円
4,1001!I

表題 工お内容等恥
皿
蛇
偲
叫

事
０
０
０
０

工

一
一
一

１

１

１

１

承認番号

承1号

承2号

大正13年8月20日

大正13年8月26日

陸屋根鉄骨取殼工事見積書

見積書 小野田セメント 中昧 I瓜千五百樽分
大正13年8月26日〔見積書〕

見積書

見積書

足代丸太

足代歩ミ板

両
方
ロ
百
口
万

３

４

５

承

承

承

大正13年8月25日

〔大正13年8月〕
川
銭

０

０

０

５

５
円

２

９
７１

I剖囲板囲上用（葭寶・丸竹）５

６

７

８

９

０

１

０

０

０

０

０

１

１

０
０
０
０
０
０
０

~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

１

１

大IE13年8月20日

大正13年81129n

屋上鉄材降下鳶工事 170円

1,080円

2,659円
2341'120銭

6971'199銭

見積書

見積書

見積書

見積書

見積書

ロ
言
ロ
万

６

７

承

承 床シンダーコンクリート用石炭殻

(陸屋根床混凝土・営業室上部壁等取竪工事） 大正13年8月221 1号
号
蝪
瑁

８

９

１

１

承
承
承
承

大正13年8月30｢1

大jfl3年8113011
木材遣形用

下小屋材料
(生子板） 198円|大正13年81130日見積書

見積書 1,657円62銭 大正13年8月天井鉄骨及ビ波形鉄板錆落シノ12錆ltメ光明)､}塗工事承認第一二号1－012

人正13年8月27日(守衛雁人） (日給2円）承認第一三号 承認御願1－013

大正14年3月20日(67円70銭）(水道給水装置予納金のうち過剰金返納）報告書(番外2）1－014

大止13年9月26日(給仕雇入） (n給ll'120銭）承認第一四号 承認御願1－015

一階営業室 大IE13年81126n

大l[13年81124n

大正13年81124n

客溜り及出納係玄関客溜り床防水モルタル塗 1,422円96銭
（日給3円）

(日給2円30銭）

(R給4円30銭）

（日給3111)

承認第一五号 兇積舌

見積書
６
７
８
９
０
１
２
３

１

１

１

１

２

２

２

２

０
０
０
０
０
０
０
０

~
~
~
~
~
~

~

１

１

１

１

１

１

１

１

承認第 鳶下問常傭壱人
ユーロ

ノ、言

人夫麓常傭壱人見積書

見積書

見積書

見積書

見積書

承認第一七号

承認第一八号 大正13年81123n

大止13年8月26日

大正13年8月26日

石工壱日常傭手間

t工常傭出血一人承認第一九号

承認第二○号 大工|廿話役及墨出一人 (日給4I1I50銭）

(11給4円） 大正13年8月26日

大正13年81126I1

大工常用一人ロ
呑
口
百
口
呑
口
言

一

二

三

囚

~
~
~
~
~
~
~
~

第

第

第

第

詞
恥
訶
恥
訓
恥
詞
恥

承

承

承

承

大工棟梁常用一人
常雇左官職一人

常雇左官手伝職

釘各楠壱樽単価

見積書

兇積言

（日給5円）

(日給4円50銭） 大正13年81127R

大正13年8月27日

４

５

２

２

０

０
~

１

１ （日給3円3()銭）

(単価記載のみ）

見積害

見積書

見積書

人

第弐拾五号 大正13年9月10日

大lf13年9月l2H

６

７

２

２

０

０
~

１

１ 鍛冶職御定雇壱人分二対スル賃金第弐拾六号 (日給3円80銭）

第弐拾七号 見積書 (鉄筋コンクリ

砂）
卜およびシンダーコンクリート用砂利・川 大正13年9119I114,6()()0円1－028

取段シコンクリート及ビ煉瓦屑捨物馬か琶台 (日給1円20銭）大正13年9月10日承認第二八号 ｜見積書1 029

営業室仮屋根明取窓用網入硝子（人久保商店へ発注）承認御願書（臨時注文）承認第二九号 1201 11 大正13年9月12日1 030

正面玄関入｢1 「アーチ」楯石取翌シエ事布工手間1-031 1承認第三○号 ｜見積書 280円大正13年9｢'18日

承認第三一号 見積書 鉄筋加I及結束工手間代参階屋根床梁パラペット入口補強
等鉄筋全部（小運送共）工手間一式

大止13年9月19日2,160円1－032

承認第二一号 兇積書 鉄筋コンクリートエ事仮枠下小栫へ及ビ現場取付及取外シ
小運送共大工及下伝手間代

大正13年9月19日8,720円1－033

1－()34 1承認第三三号 見積書 外部足場及内部壁天井足代用縄 人正13年9月14日

大正13年9月19日

90円

莚代金（｢コンクリート」及木材其他各養生用新莚）承認第三四号 見積書 75｢111－035

噸鉛引波形鉄板（営業室上部周囲壁取り壊し箇所養生用）号
号

五
六

~
~
~
~
~
~

第

第

刈

心

刃

心

三

一

口

三

一

回

承

承

見積書

兇積吉
400円 大正13年9jll3Il

260I'I15銭 大正13年9月17日

６

７

３

３

０

０
~

１

１ (電灯工事）

承認第三七号 見積書 電力六ヶ)]間供給費 大正13fi1,620円1－038

セメントガン」使用揮発油及（バッキュ・
等

(下小屋使川建具川米杉および建具金物等）

｢セメントガン」使用揮発油及（バッキュー承認第三八号 見積書 ム）モビール油
等

大IH3年9月15日l.181円25銭1－039

承認第三九号 見積吉

見積書

36円40銭

2,655円
631円

3,154円
715円

人正13年91118日

大正13年911

人正13年9月

大正13年9月

０

１

２

３

４

４

４

４

４

４

０

０

０

０

０

~

~
~
~

１

１

１

１

１

セメントガン損料承認第四○号

承認第四一号

承認第四二号

承認第四三号

兇積耆

兇積耆

機械槻料（木製ホイスト用ウインチ一等）

混凝士打用機械損料（鉄製ホイスト等）
ホイスl､川スチールワイヤー兇積書 大正13年911

承認第四四号 兇磧書 下小屋仮囲足代板枠等二使用スベキ小金物類 8801ﾘ91銭 大正13年91118，1－045

承認第四五号

承認第四六号

承認第四七号

見積書

兇積耆

道路側仮囲用材

理込用木煉瓦

雌素瓦斯

銭
円
銭

０
０
０

５
４
２

円
８
円

８

１

８１ 大ll213年9月17日６

７

８

４

４

４

０

０

０

~
~
~

１

１

１

大正13年9月71 ｜

大正13年9月19，見積書

兇積書承認第四八号 大正13年9月19日1－049 カーバイ ’ 42円50銭

運搬申（一輪車、 10台）
(ライナーおよびウィンチ）

承認第Pq九号

承認第ﾅi○号

承認第パー号

承認第fi二号

兄積苫

見積書

見積書

大正13年71127,０
１
２

５
５
５

０
０
０

~
~
~

１

１

１

2601'1

36円80"

9,741円50銭
(n給31'1)

大正13年7月24日

大正13年9月29日

大正13年10月71 1

陸屋根鉄筋混凝土仮構板用材
見積書 煉瓦斫リエ定展一人子間代1－053

喰認第五拾参号 two (2)Chubb' sMark lDoors&Gates (チャブMark I
金庫扉および格子戸2筒所）

11.004円 1924年10月9日1－054 DUPLICATEOF

LETTERFROMSALI

＆FRAZARLTD. ，
TOKYO．

■承認第五四号
承認第五五号

聿
Ｒ
土
日

積
積

兇
兇

I制囲仮囲用（葭〔葭力〕費・丸竹） 1､560円大正13年10111011５

６

５

５

０

０
~

１

１ 鉄筋材料代 大正13年101 14日9.914円40銭

承認第n六号 SanitaryWare (衛生陶器、TrentonPotteriesCo. [トレン
トン製陶会社〕製四連小便器Ⅸ両一式2箇所）

ESTIMATENo． C， E／
6214．

1924年10月9[12,7201 111－057

1 058承認第五七号 ｜見積害 1門物遮搬用菅輪車参台代 大正13年101 181 130円

2,650円表玄関内外階段医帥及敷石T: ,if卜栫ヘヨリ抓付化粧目地水
洗上迄一式

承認第五八号 兇積耆 大止13年lOn13I I1－059

菫

日

永

山

積

積

見

兄

(承認第五八号）

承認第五ﾉL号

表玄関石材下栫へヨリ裾1，1化粧、地水洗上迄一式 2,400PI人正13年10rll3I I０

１

２

６

６

６

０
０
０

~
~
~

１

１

１

営業室上部明取小屋組鉄骨製作費
下小尾尾根葺用亜鉛鍍波形鉄板

大正13年10月15Ⅱ21,032円
167円50銭 ー見積書

承認御願

承認第六○号 大IH3年1011141

承認鋪六一号 材料置場並二下小屋番人（一人） (日給2I11、夜番料
（壱ケ月)15円）

大正13年10r1181 11－063

承認第六二号 側面IIII人口内部階段不i材及敷ti l事下栫ヘヨリ柵{､l･及化粧
目地迄一式

見積書 大正13年10H141 11－064 2,550円

承認第六三号 承認御願 セメントガン機関夫（一人） (日給3円5()銭） 大[fl3年10月23H1－065

兇積許

見積書

兇積書

兇禎害

承認第六IJq号

承認第六五号

承認第六六号

承忠第六七号

足代丸太

｢ウインチ」台及「ホイスト」用材
ハイリブ

大正13年10j ll81 1

大正13年10)121 1 1

大正13年11月1日

大正13年10月25日

６
７
８
９

６

６

６

６

０

０

０

０

~~
１

１

１

１

円
閖
円

５

０

０

．

４

４

０

０

８

４

外部「ケーブル」
mli強煉瓦積職工】及

石受ケ及各養生其他型板等ノ附村 260円26銭

(職 '二 1 I給4II1,手
伝| I給2｢1160銭）

承認第六八号 兇積耆 手{z F間代 大正13年11113日1－070

1-071 1承認第六九号 ｜見積書 総会室鉄梁補強川 400円｜大lfl3年1()月30日

－47－



作成 宛先 備考 承｜送
横浜市寿町一丁I I 廣岡幸之棚 ｢ml1.6」印、 「承」横浜正金銀行 竹1 '1工務jrii川紙使用。 「写」印、朱書「煉瓦及タイルエ事」

印

'一、

横浜市太H1町 fi 長島辰五郎 横浜l[金銀行 竹III [務lTi用紙使用 ｢写」印、 「13.11.6」印、 「承」印、人名朱印1燗 ○’○
横浜I1j港町二丁|1 鳶職池内常吉 横浜止金銀行 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書「仮設工事｣、 「13.11.12」印、 「承」印

人名朱印1個
○

戸､

Lノ

東京市丸ノ内 I I本通商㈱ 横浜正金銀行 I写」印、朱書「鉄材 ［事｣、 「13.12.6」印、 「承」印、人名朱印211占I ○ ○

｢仮設工事｣、 「13.11.12」印、 「蝋」印横浜市駿加1町三市村材木店 横浜正金銀行 竹Il1工務店用紙使用

竹中工務店用紙使用
印

｢写」 |11、朱書

｢写」印、朱耆

戸、
l~」

川'崎巾堀ノ内橋本与二卜 横浜正金銀ｲj ｢混凝上及土I事｣、 「13.11.18」 可
’

印、 「承」 ○

川崎市東一丁H石井材木店 ｢写」 |11、朱書｢仮設工刺、 「13.11.21横浜正金銀行 竹!|!工務府川紙使用 l r

１

「承」印
印。体城は
戸見積仕様吉」

計割へ－
Ｊ
１

大野llf営業所川紙使用大野11営業所川紙使川。東京市本郷Ⅸ弓H11-二丁H大野服営業所 横浜正金銀打 未11} 「鉄材工事｣、 「13.12.3」印、 「犀
｢横浜正金銀行本店御復旧改造['1f防火設備特荊:人野式防火捲
(｢写」印あり）の表紙つき綴

承

東京IIj本所区柳原ⅢI二 （間竹林工作所~
｜
側横浜l l2金銀11 ｢写」印專川用紙A使川

専川川紙A使用

専用用紙A使用

可両用紙A使用

朱書「鉄材工事｣、 「13.12.3」印
朱書「防水 眼事｣、 「13.12.3」印

朱書「左官T市｣、 「13． 12． 3」

朱書「石材工,刺、 「13.12.3」印

「承」印
「承」印

印、 「承」

「承」印

郡

印

○ ○
’
○東京'li麹町区八重洲町壱r目 都市工業(間宮下

正一
横浜正金銀ｲJ ｢写」印 ○

神戸'li磯辺通町山本倫一 横浜IE金銀ｲ』 ｢写」印 印 ○ ( 〕

東京市宗橋Ⅸ東豐玉加I岸田L｣清吉商店 横浜止金銀行

横浜lf金銀行
｢写」印 ｎ

）
｜
〔
）
｜
、
）
’
八
）

Ｕ
’
○
’
○
’
○
｜
、

横浜市駿河町三 1Ij村材木店 専川川紙A使用。 「写」印、朱書「仮設工砺」 ｢13.12.3」印、 「承」印
東京市本所IX柳原町二 （資)竹林工作jﾘ1 横浜lf金銀行

横浜止金銀行
專川川紙A使用。 「写」印、 「13.12.3 印、 「承」 ’1」

横浜市吉汗INI-一渡辺栄郎 専用用紙A使用。 「写」印 朱書「仮設I:7打｣、 「13.12.5」印、 「承」 印

印、 「承」印、岐阜県不破郡赤坂町矢橋大即石商店 横浜正金銀行 矢橘大即石商店川紙使川。 「'ケ」印、朱舎「ｲi材工事｣、 「13.12.6」
人名朱印2個

○

横浜市相生町一丁I I x濃清口店 横浜正金銀行 專川川紙A使用
｢現場受付」印

「J

｜

(人

割正

司
正

朱書「仮投I車｣､｢13.12.9」印
12月14n)

印
軒
印
群

１

１

|承」印､人名朱印1川

｢承」印､人名朱印1個

○

’

○

○

○
’
○
’
○
’
○

○
’
○
’
○

○
’
○

○
一
○
’
○
’
○
’
○

○
’
○
’
○

（

横浜市|櫛仲通|IuT目塚111商l,ii 「′
(大

横浜正金銀ｲ」 専用用紙A使川
｢現場受付」印

朱書「鉄材工事｣､｢13.12.9」印
12月141 1 ）

「写」印､未評「鉄材工事｣、
(大正13年12111411)

「写」印、未苫「左官工事」

横浜市古田町一漉辺栄郎 横浜1K金銀ｲj 專川川紙A使用

｢現場受{､l」印
専用用紙A使用
朱印1個

13.12.9」印､｢承」印 人名朱印1個

」印、人名1 1本メタリコン1業所 横浜正金銀行 ｢13.12.19」印 ｢承」 fll

神戸I II元町-IⅡ二葉商会 横浜lli金銀行 専用用紙A使用。 「写」印、朱,常「附|池工事｣、 「13.12.19」印、 「承」印、人名
朱印1個

専用用紙A使川。 「写」印、朱書「仮設l事｣、 「13.12.19」印、 「承」 fll、人名
朱印111占I

横浜｢fi野毛HI三丁I I 上野商j,ii 横浜正金銀ｲ］

印、 「承」印、 ｜承」横浜｢而翁町三l.H三電舎 横浜止金銀行 三電舎用紙使用
人名朱印1個、 「

引
受
障
場

朱雪「電灯配線工事｣、 「13.12.19」
印（大llil4年2月6II)
朱茜 電灯配線工事｣、 | 13.12.19」印

付」
印、

印（大llil4年2月6II)

｢写」印、朱餅「不i材工事｣、 「13.12.6」印、 「承」印
印（人正14年11112日）

呪

岐阜県ｲﾐ破郡赤坂町矢橋大理石商店

~~"III鉄l所横浜'li西ﾉ i部町

横浜If金銀行

横浜IIそ金銀ｲj

矢橋大理石商Iii川紙使用
人橘朱印2個、 「現場受付

専用用紙A使川。 「写」 lll 「13.12.23」印、 「承」印
朱書「附随i事｣、 「13.12.23」
朱書「木材|事｣、 「13.12.27」
(大IE14年1月611)

専用用紙A使川。 「写」

専用用紙B使用。 「写」
朱印2il占|、 「現場受付」

1k京'ij深川区内平井町竹II1 1務店東京製作所 横浜iF金銀行

横浜IF金銀行

印
一
印
印

印、 「承」印
印、 「承｜印、人名

~

横浜｢1j駿河町三市村木材店 く

1 1 1 111町｢lj堀ノ内橋本与三松 横浜[li金銀行 專川川紙B使川。 「写」印、 「13.12.27」印、 「承」印、人名朱印2個、 「現場受付」
印（人正14年1116日）

く

竹中工務店川紙使川。 「淳」印、朱書「雑費横浜｢|j｢fi中通り正金銀行建築場陥)竹中工獅店出
張所

横浜正金銀行 O C

東京市l l本橋|><西加I岸 I }l村商会東京支}Iii 横浜IIi金銀行 專川用紙B使川。 「写」印、朱書「鉄材l事｣、 「13.12.29」印、 「承」印、人名
朱印1il61、 「現場受付」印、欄外「現横’

Ｃ

可専川用紙B使用。 「'学」 ｢14.1.14」
朱吾「仮高I仮設

印､ ｢承」印､人名朱印1個､貼紙､欄外「現」火京IIj深川Ⅸ1W平井H1- 竹中工務店東京製作所 横浜正金銀行 １

Ｊ

~
~
ド
ド横浜市花咲町四丁'1 小林三吉 専川川紙B使用。 「写」

欄外「現」
横浜正金銀行 」 114.1.14」印、 「承」印、人名朱印l11占’ r，

茎ノ

横浜lf金銀fJ 恥
亟

横浜市南仲通りI叫塚l l ll 三太郎 専用用紙B使用。 「写」印 朱書「仮設｢仮設｣、 「14.1.19」印、 「承」
｢煉瓦及タイル｣、 「14.1.22」
欄外「横現」

欄外

函■
｢現」印

印､横浜市庁町－1.Ⅱ廣岡幸之輔 専用用紙B使用。 「写」印、朱書
場受付」印（人If14年2月311) 、

横浜正金銀行 印、 「現

横浜市野毛IIII三丁目上野肋次郎 横浜IE金銀1」 専用用紙B使用。 「写」印､朱弁「仮設｣､｢14.1‘22」印､｢承」 1rl1,｢現場受付」印（人
正14年2月3n) 誰

○

專川川紙B使用。 「写」印､朱書「仮設｣､ ｢14.1-22」印､｢承」印
正14年2113II)

専月l用紙B使用。 「写」印､朱書「附随工'1F｣､ 「14.1.24」印､ 「
印uc'l214年2113日）

｢

｢現場受付」印（大横浜巾驍河町三市村材木店 横浜正金銀行

三
r､
＝ノ承」 印､ 「現場受付」横浜市翁町三三'堪舎

横浜市翁町三1.ll 三'屯舎

横浜正金銀行

専用川紙B使用。 「写」印､朱書「附随工事｣、 「14.1.24」印､ 「承」印､ ｢現場受付」
印（大lli14年2月3日）

横浜正金銀行

横浜市|fi仲通りl眼金銀↑｣建築場竹II!工務店出張
所

竹中工務店川紙使用。 「写」印、朱書「雑費｣、 「14.2.2」印、 「承」印、 「現場受付」
印（大正14年2116日）

横浜正金銀行

竹'l' [務店用紙使用。 「写」印、 「現場受付」印（大正14年2月6II)横浜市間仲通り止金銀ｲj建築場竹' | 1 l務店IMI
所

横浜正金銀ｲj
~

~

竹中工務店川紙使用。 「写」印､朱書横浜市|ｻj仲通り正金銀行建築場竹中工務店出ﾘl
所

横浜正金銀行 ｢雑費_、 ｢現場受付」印（大llil4年2月611)

蓋
東京市芝区月兇町一I~I1 ㈱櫛nl橋梁製作所東>i!
工場

横浜巾が町一]= | ｜ 廣岡幸之輔

横浜止金銀行 専用川紙B使川。 「写」印、朱舎「鉄材工事｣、 「14.2.2」印、 「承」印、 「現場受付」
fl] (大I ﾋ14年2月6H)

専用用紙B使用。 「写」印､朱書「煉瓦及タイル [事｣、 ｢14.2.2」印､ 「承」印､ ｢現
場受付」印（大正14年2116日）

横浜if金銀付

横浜巾翁町三三電舎

横浜市港町二1-日池内常吉

横浜市港町二TI I 池内舗吉

横浜巾翁Ⅲ'三三電舎

横浜市港町二1-日池内常古

專川用紙B使用。 「'ケ｣ |官'1､｢14.2.2｣印､｢承｣ I印横浜止金銀行
横浜正金銀行

､｢現場受付」印（大llil4年2月6日）聖
蒸
需 ○

岬用 印（大Ifl4年2116IJ)

横浜I［金銀ｲl，

横浜[|i金銀ｲj

横浜正金銀行

専用用紙B使用。 「写」印､｢14.2.2」印､｢承」叩､｢現場受付」印（大IE14年211611)

専用用紙B使用。 「写」 llj､｢14.2.2」印､｢承」印､｢現場受付」印（人止14年2116H)11 1崎市州ノ内橋本与三松

横浜市高島町九両111",'i 専用川紙B使用。 「'列印 ｢14.2.214.2.2」印､｢承」印､｢現場受付」印（大lf14年2月6日）
|印、未l l$ 「鉄材工事｣、 「14.2.3」印、 「承」 |11、人
l (大正14年2月81I)、欄外「現」

竹中工務店川紙使用。 「写」
名朱印1{I古|、 「現場受付」印

束京市l l本橘区西河岸 11 1村商会東京支店 横浜正金銀ｲ I

横浜[ '2金銀行 專lⅡ川紙B使用。 「写」印､朱書「鉄材工事｣､｢14.2.3」印､｢承」印､人γ,朱印1個
｢現場受付」印（人正14年2118H)

東京｢Ij芝!Xm町二川崎工場 ○Lノ

岐阜県不破郡赤吸川欠橋大州ｲj商店 横浜IIﾐ金銀ｲ」 矢橋大即伺商店川紙使川
人塙朱印2個、 「現場受|､I

｢'jj2」印、朱書「イゴ材l事｣、 「14.2.2」印、 「承」印
印（人lf14年2118II)、欄外「現場行’

Ｃ〕
’
○東京巾京橋Ⅸ、郎兵衛町高砂暖房工市㈱ 横浜I服金銀ｲ』 商砂媛房工亦用紙使用。朱書「媛房換気｣、 「14.2.28」印、 「承」印、人橘朱印1

11門|、楜外朱書「il正之分」
○

横浜正金銀行 専用川紙B使川。 「ｹ」印､朱書「鉄材I事｣､｢14.2.3」印､｢承」印､人名朱印111古l
｢現場受|､l」印(Ac If14年2月8日) 、貼紙

11本橋区本石町三1-円伊藤常太郎

斗一
~己十一

專川用紙B使用。 「写」印、朱書「敷物及ブラインド｣、 「14.2.5」印、 「承」印
人椚朱印1個、 「現場受付」印（大lfl4年2月81 1)

京橋区南伝馬町一㈱高島屋呉服I財装飾部 横浜l眼金銀打

東京市本所lX岻沢川一I~ l l ll l中商会出1l1山太
郎

横浜IIﾐ金銀ｲ」 専用用紙B使用。 「写」印、未1年「硝子、鉄材工事｣、 「14.2.5」印、 「ﾉ侭」印、人
名朱印1個、 「現場受付」印（大正14年211811)、欄外別印

－48－



~

1工'IINQl 承認番号 表題 Ti*内容等 見積金額 作成年代
承認第{_r○号 見積トォド (火京型焼過三等煉瓦）1 072 大正13年10月30日1,2801'1

1－073 1承認第七一号 兇植吾

兇積耆

錺金工定雇壱人手間代 (II給4円50") |大止13年11月31 1
承認第+f－号 部参階ヲ除ク各階各室左官造作ノ為鉄骨組仇天井下地鉄

小屋細立典他各工事二要スル足代架払鳶手間一式足代丸
歩ミ板等指定ノ下小屋ヨリ小巡送共

内
骨
太

1－074 大正13年11月5H5,390円

1 075 承認筋七三号 ｜御見積!'ド (NITTSUSTEELSASH各穐）

堆屋根鉄筋「コンクリート」服
現緑川材料
陸屋根鉄筋「コンクリート」堰

餓
川

２

３

１
３

１
２

４６Ｊ３１ 大正13年111121 1 1

板用材及「セメントガン」定
規緑川材料

承認鋪LI)q号 見械,II1 076 大正13年11月111 ’

2,250II1承認第七fi号 兇枝苫 鉄筋コンクリート打手間（陸屋根床及梁蛇腹「パラペット」
｢ペントハウス」 「ゲーブル」 ノ補強一階書類金庫参号|ﾉﾘ号
宰天井及床等）一式
外部川足代丸太

1－077 人正13年1111151 1

1 078 1承認第七六器 見積書

特『評大野式シヤ
害（再）

540111大llil3年11月17日
ノター見頑承認第七七号 大野式防火捲上ケ戸持込取付鍛治工共rI二十二ケ所1－079 17,768円 人正13年'011241 1

承認鋪七八号

承認第七九号

兇禎【ｻド 連窓柵鉄骨捕強梁受柱新設０

１

８

８

０

０

１

１

7311 '125"|大I[13年11月26日
兇禎fiド 陸屋根防水工晒材料及手間』1

パドロウ代

大止13年11月24日7,5991]160"

承認第八○号 兄積舎1－082 大| '。3ｲf.11月21日1,890円
( j多定金額）

音階諜庫室盲窓鏡石二ケ所荒ri代 140円

270II1

(II紬31 '150銭）

(1ii価121'120銭）

人l}213年111129H承認第八一号 兇積耆

見積書

見積＃

見積苫

３

４

５

６

８

８

８

８

０
０
０
０

~
~
~

１

１

１

１

承認第八二号 内部天井足代

鉄筋常傭（ -人）
人正13年11112311

人正13年lll l20I I承認第八三り

承認鋪八四￥ 釘'ど樽単価 大正13年12Ⅱ41 1
承認第八石号 見横書 大理石工'lf1－087 25,5071'150" 大正13年11月61 1

承認第八六号 見積,¥ 陸屋根パラペット、ペントハウス、書類金庫仮囲上材料倉
庫及養生川

1-088 〔大正13年〕9601 '1

｢ケーブル」補強石閉川ボールト及叩込ミ用鉛等承認第八七号 兇積!f}1－089 4761 1128銭 大正13年12jl5n

錺工事用「ハンダ」承認第八八号 見積!i}1－090 1361 '1 大IE13年12月4，

承認第八ﾉし号 兇横壽 fi肯キャピタル参拾六個(貴図Imノ通り）原型生地製什及うし
ンチブロンズメタリコン最上等ltl:取付運賃共一切

1－09］ 大Ifl3年12月5日1,600円

承認第九○号 兇積Ifド (ゴムホース等）1－092 〔人IE13年〕112円

~コンクリート」及木材其他各養生川莚承認第九一号 兇積, I}1－093 klfl3年121113日158円

承認第九二号 兇積舎 電気室工獅、電灯配線工事、動ﾉJ配線1事 大皿13年11月21日1－094 13,27911122"

承細堀力 二号 見械!1F 人即石l事追加1 095 2,1211 '113" 大正13年12Ⅱ51 ’

1--096 承認第ﾉLIﾉﾘ号 兇校閲

見積害

機械［定傭一人丁･間

スチールワイヤー -巻代

(II紬3I1I80銭）

731 11

大正13年l2i ll71 1

大正13年121117I1承認鋪九五号

ﾉ侭認第九六号

７

８

９

９

０

０
~~

１

１ ｢パラペット」鎧裏「ペントハウス」 1111ﾉWI1尾根明違ｹ所等
ノ理込木材

見禎書 大1[13年12月25日170円

承認第九七号 兇積舎 セメントガン」吹付筒先工定川壱人ノ手間代 大[雁13ｲﾄ12月251 11－099 (H給3I'150銭）

承認第九｜ ･八弓 年川<慰労金支給の件〕 (年末慰労金三名に支給1－100 ME13年1211201 11001 !l

見横Itド承認朔九九ケ」 営業宰金脳天jl:工事1 101 11,8601'129" 大正13年10月25，

l一1m |承認第一百b号 ｜兇禎舎 機械工定備一天手間 (日給31 1180") |大正13年12月28,
承認第一○一号 兇植舎 内部A瞳、及天井、足代用縄1－103 90円

31211140銭

大II14年1月9｢I

大正14年11191 I1 104砿認第一○二号 見積『'｝ 混凝上仮枠、足代、其他雑用蠅鉛雛鉄線
承認第一○三号 兇積書 煙道内側横川耐火煉瓦ニシテ三等品トシ耐火「モルタル」似1 105 301I'I 大1}。4年1月101 1

大正14年1月20[I承認堀一○l』9り 見械‘1$ 陶苓根鉄骨L､ 「コンクリート」養′k米窄依1 106 351 11

承認鋪一○五号 見積!1} 営業幸|ﾉ1部柱刷遣形定規1 107 大正14年1月18｢I1761 '1

承認堀一○六号 屯動機新I没取付工事費兇械!ff1－108 901 '18" 大正13年12Ⅱ181 I

承認第一○七号 兇積耆 (‘芯動機新没取{､｣変更工事費） 大I[13年12月18日1－109 43円13銭

承認第一○八牙 承I淵胤 (夜警一人雇入）

大工、鳶、人夫、土I:ノ常雇賃銀値下

(守衛日給墹額）

1－110 (n給21'150銭） 大正14年1月27,

承認願
先1
心し (各職30銭{IFI下げ） 大正14年1月22,1－111

なし 砿!；,《噸 (H給2I1150銭） 大I[14年1月27日1－112

承認鋪一○九号 見積11ド 鉄骨追加工瓶背1 113

~~1－114
2371'138" 大| |ﾐ14年1月18日

各出入1 1窓廻り枝方川煉瓦ニシテ焼過三等IIIl l1承認第一一○号

承認第一一一号一号

兇枝, lf klf14年111181 196011

1 115 ノ武認第一一

1-116承認第一一二号

1-117 承認第一一三号

1 118承認第一-lju;j
l 119 承認第一一五号承認第 五号

大正14年1}122日趣I:壱入定雁手間

鳶工常雇手iHl代

人夫常雁丁|ﾊ1代

fI:常雇手間代

人1:常雁一人手間

見積書

兇積II;

兇積‘噂

( 1 I"41 '1)

(II給21'170銭）

(II給21｣l)
(I1給21 '170銭）

(I1給31'170")

■■AEIfl4年lIl23I I

大llt14年1月23日

人lE14年lll23I I

大止14年1月23H

見積言

兇積善

承認第一一六号 兇禎11$ 階上階下便所二室金属天ﾉｷｴ事

陸屋根蛇用川崎式鉄網丸形第九弓,1,1’！

1－120 375円23銭 klli14年1月281 1

承認第一一七号 兇積雪 大正14年1月29Ⅱ1－121 〕Ol 1l

承認第一一八号 児積!￥ 玄関及一二三階廊下巾木井二窓腰板人即イゴ l事 16,9601'137" 大正14年1月21日1－122

承認第一一九号 御兇植壽 蕪気媛房装置I: '11 kllfl4年1月141 11－123 31,427円50銭

承認節 〕号 見臘書 (打物ブロンズ本磨キ、営業台出納I |格子金物、内柱、格子）1 124 大正14年1月191 12.8801 11

二、三、階床リノリユームエ事料材手間共敷kケ迄一承認第一二一F； 兇積!￥ 大止14年1｢1311 11－125 5,981円92銭
式

聴認第一三一号 兇積耆 営業室屋l:lll ' I IXB号鉄骨抑'板装置棟包左右I畑仕舞迄で材料
及手|川此一式

8,55811130銭 Aclfl4fi'1 126

－49－



作成 鬼先 備考 送

一○

○｜、

垂
○
○
’
○
’
○
’
八

○

○

朱書専用用紙B使用。 「写」印､朱書「石材工刺､｢14.2.4」印､｢承」印､人名朱印1個
｢現場受付」印（大正14年2月8日）

東京市京橋区豊~玉河岸n1I 1清吉商店 横浜正金銀行

横浜市駿河町三丁目市村材木店 横浜I服金銀行 専用用紙B使用。 「写」印､朱書「木材工事｣､｢14.2.6」印､｢承」印､人名朱印1個
｢現場受付」印（大正14年2月8日）

横浜正金銀行 専用用紙A使用。朱書「附随工事｣、 「14.2.9」印、 「承」印、人名朱印1個、 「現
場受付」印、欄外「現’

横浜市桜木町五鶴金商府藤枝金太郎

専用用紙A使用。未詳「附随工事｣､｢14.2.9」印､｢承」印､人名朱印lil川､欄外「現」横浜市桜木町五鶴金商店藤枝金太郎 横浜正金銀行

横浜正金銀行 竹中工務店用紙使用。 「14.2.9」印、 「承」朱印、人名朱印1{|古I、欄外「現」

専用用紙B使用。 「写」印、朱書「木材煉瓦及タイル」
｢現場受付」印（大正14年2月20H)

｢14.2-13」印、 「承」印、

印､ ｢承」印､ ｢現場受付」

横浜市福富町三1-日堀本材木店 横浜正金銀行 ○○
一
○専用用紙B使用。 「写」印､朱書「鉄材I事｣、 「14.2.13

印（大正14年21120日）
横浜市人田町五丁目長島辰五郎 横浜正金銀行 r）

竹中工務店用紙使用。 「写」印､朱書「付随｣､｢14.2.13」印､｢承」印､｢現場受付」
印（大正14年2月20H)

東京電灯㈱横浜支店工禰代理店
円三篭舎

横浜市翁町三］ 横浜止金銀行 ○

専用用紙B使用。朱書「鉄材工事｣、 「］
正14年2月20[1）

1横浜市西戸部溝田鉄工所溝田宗吉 横浜止金銀行 4.2.14」印、 「承」印、 「現場受付」印（大 「

須賀商会川綱吏用。 「写」印、朱書「衛生I車｣、 「14.2.16」印、 「承」印東京市京橋区南金六町須f[!商会東京支店 ｜横浜正金銀行
横浜市南中通り [雁金銀行建築場 （名)竹'1' I二務店出
張所

横浜正金銀行 竹'i! l務店用紙使用。 「14.2.18」印、 「承」朱印、人名朱印2{|剤、 「現場受付」印
(大正14年2月20｢1)、欄外「現行」

○

111下町東京建鉄㈱東京鋼鉄家具製作所横浜出推
所

横浜正金銀行 東京建鉄川紙使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14-2.25」印、 「承」朱印、人
名朱印7個

○○

〔｢写」印、朱書「石材l事｣、 「14.2.25」印、 「承」印、人名朱東京市京橋区東豊玉河岸田、清吉商啼 横浜止金銀行 専用用紙B使用
印1個

専用用紙B使用

○

横浜正金銀↑』 ｢写」印、 「14.2.28」印、 「承」印、人名朱印1個

専用用紙B使用。 「写」印、朱書「雑収入｣、 「14.2.28」印、 「承」印、人名朱印
111内’

東京市深川区西平井町竹'l1工務店東京製作所 横浜正金銀行 ○

東京市下谷IX仲徒 t町一ペンキ職布黒斎輔

横浜市山下町東京建鉄㈱

｢写」印、朱書横浜正金銀行

横浜正金銀行

專川川紙B使用
印1個

専用用紙B使用
1個

｢塗師工事｣、 「14.2.28」印、 「承」印、人名朱

｢鉄材工事｣、 「14.3.2」印、 「承」印、人名朱印

へ

｢写」印、朱＃ ○

東京市日本橋区本何町三伊藤常太郎 横浜IE金銀ｲ」 専用用紙B使用
貼紙

専用用紙B使用
1個

｢写」印､朱書「鉄材工事｣､｢14.3.3」印､｢承」印､人名朱印1個、

｢写」印、朱茜「鉄材工事｣、 「14.3.3」印、 「承」印、人名朱印

○
’
○
’
○

○

横浜巾山下町東京建鉄(株 横浜正金銀行 ○

東京市深川区阿平ﾊ町竹'l｣工務店東京製作所 横浜胚金銀ｲ』 専用用紙B使用。 「写」印､朱書「木材工事｣､｢14.3.3」印､｢承」印､人名朱印1個
柵l外「現行」 「二n計算29， 487．18

東京市深川区西平井町竹11'1務店東京製作所 横浜正金銀行

横浜旺金銀行

専用用紙B使用

専用用紙B使用
欄外「現行」

人名朱印1個

半○東京市本所区柳原二㈲竹林I其作所 写」印､朱雪「鉄材工事｣､｢14.3.5」印､｢承」印､人名朱印1個

専用用紙B使用。 「写」印、朱苫「敷物及ブラインド｣、 「14.3.5」印、 「承」印
人名朱印1個、欄外「現行」

東京『W京橋区銀座壱睦屋商店 横浜正金銀行 ○

｢写」印、朱書「木材工事｣、 「14.3.5」印、 「承」印、人名朱印東京市日本橋区本石町三伊藤常太郎 横浜止金銀行 専用用紙B使用。 ｜ ‘
1個

専用用紙B使用。 「‘

~ ~

横浜市西ﾉ i部溝田鉄工所溝田宗占

東京'lin本橋Ⅸ亀島町一村瀬栄太郎

横浜正金銀行

横浜正金銀行

写」印、未言「鉄材工事｣、 「14.3.7」印、 「承」 印、欄外「現」

印、欄外「現」

Ｌ
－
Ｃ
ｌ
Ｃ

】
○「14.3.7」印専用用紙B使用。 「写」印、朱書「左官工事」 ｢承」印

専用用紙B使川。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.3.1()」印、 「承」印、人名朱
印111占I

東京市本所区柳原町二1.目 （閏竹林［作所 横浜|f金銀行
ー、

11 1崎IIj堀ノ内橋本与三松 横浜正金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「混凝f及 t工瓶｣、 「14.3.13」印、 「承」印
人名朱印1{I川、欄外「現｣、欄外未討「て」

。 「写」印、朱書「敷物及ブラインド｣、 「14.3.13」印、 「承」印
欄外朱書「て」

東京市京橋区銀座二丁目㈱米j|商店 横浜1Iﾐ金銀行 専用川紙B使川
人名朱印1個、 」

専用用紙B使用
欄外「現行」

/~､

横浜巾翁町三l~｢l 三'竜舎 横浜正金銀↑〕 写」印､朱書「附随工事｣､｢14.3.17」印､｢承」印､人名朱印1個

訓：
○

r，
一〃｢1本エレベーター用紙使川。 「写」印、朱書「昇降機工事｣、 「14.3.11」印、 「承」

印、人名朱印2il制、欄外「現行」
大阪'li束区中道川西HII
東京出推〃f

n本エレベーター製造㈱ 横浜正金銀行

大阪!'岬〔区中道川西町 ｢1本エレベーター製造㈱
東京出張所

横浜正金銀行 11本エレベーター用紙使用。 「写」印、朱書「昇降機工事｣、 「14.3.11」印、 「承」
印、人名朱印2{|古l、欄外「現行」

具ノ~ ~

東京市本所区柳原町二丁 目 （閏竹林I:作所 横浜'E金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「鉄材r輻｣、 「14.3.18」印、 「承」印、人名朱
印11|占I

八拍木 ○Lノ

｢承」印、○

」印、人○

印 ○

岐阜県不破郡赤坂町欠橋大理石商店 横浜正金銀行 矢橋大理布商店用紙使用。 「写」印、朱苫「石材工事｣、 「14.3.20」印、 「承」印
人名朱印31'1

○

三電舎用紙使用。 「写」印、未香「電灯配線工事｣、 「14.3.2()」印、 「承」印、人
名朱印2個

企
画 横浜正金銀行

へ

竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書「雑収入｣、 「14.3.23」印、 「承」逢莱町三中村ｲ".八脚1吋 横浜正金銀行 ○

○丙戸部町溝田鉄~正所溝出宗吉

浅草区新福井町池内三郎商店出張所
僅涯l壁銀行
横浜正金銀行

專川附紙B使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.3.23｣ 11j、 「承」 111
~

I

専用用紙B使用。 「写」印、朱書「硝子I事｣、 「14.3.24」印、 「承」印 ○

東京市京橋区南金六町須賀商会東京支応 横浜止金銀行 須賀商会用紙使用
貼紙

朱書

~」印
｢衛生工事」

朱書「石，｢石材

｢14.3.26」印、 「承」印、人名朱印2個 ○

｢j陰'’
1~才~」京橋区豊玉河岸 I｣｣I I清吉商店 描浜正金銀1J: 専用川紙B使用

朱印1個
工市I ｢14． 3－ 26」印、 「承」印、人名 ○（

横浜市住占町四丁(］ 硝子方大久保Ⅲ 横浜正金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「硝子工事｣、 「14.3.26」印、 「承」印、人名朱
印1i1M

○ ○

専用用紙B使用。 「写」印、未言「左官工事｣、 「14.3.26」印、 「承」印、人墹朱
印1個

東京巾京橋Ⅸ南伝馬町三丁l l 品川雄一 横浜正金銀行 rl
－ノ ○

専用用紙B使用。 「写」印、朱書「木材工事｣、 「14.3.26」印、 「承」印、人塙朱
|111個

東京巾深川Ⅸ西､'た井町竹中工務店東京製作所 横浜正金銀行 ○ ○

｢写」印、米耆「木材工事｣、 「14.3.30」印、 「承」叩、人名朱横浜市驍加1町三市村材木店 横浜正金銀行 専用用紙B使用
印1個

専用用紙B使用
印1個

r
ー ○

岐阜県不破郡赤坂町欠橋大瑚石商店 横浜派金銀行 ｢写」印、未詳「石材工事｣、 「14.3.30」印、 「承」印、人名未 ○ 一、
与

専用用紙B使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.3.31」印、 「承」印、人名外
印1個

東京市日本橋区馬喰町二丁目 （闘竹|ﾉ､l金庫店 横浜正金銀fj ○ ○

朱書「鉄材I事｣、 「14.3.31」印、 「承」印、人名朱東京市京橋区因幡H11. 東京シャッター製作所伊
藤健三商店

専用用紙B使用。 「写」印
印1個

横浜正金銀行 ○

竹II1｣務店用紙使川。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.4.31(ﾏﾏ)」印、 「承」印
人名朱印1個

横浜市山戸部町満、鉄工所溝、宗吉 横浜正金銀行 ○
’
○
｜
、

竹I |1 1務店用紙使用。 「
｢承」印、人名朱印1個

東京市本郷区森川町北村善三郎 横浜lli金銀1J 写」印、朱書「煉瓦及タイルエ事｣、 「14‘4.31(ﾏﾏ)」印 〕

東京市H本橋区本ｲｺ町三j-日西洋建築諸金物商
伊藤常太郎

横浜lf金銀1I 伊藤常太郎用紙使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「144.1」印、 「承」印、人
名朱印1個

〕

専用用紙A使用。 「写」印、朱書「木材 lﾕ事｣、 「14.4.7」印、 「承」印、人名朱印
111M

横浜市南仲通り岡嫁山｜太郎 横浜正金銀行 ､○

圓図
~）横浜市Ifi仲四」~ I1 塚1 1 1仁太郎 横浜正金銀↑」 専用用紙A使用。 「写」印、未書「鉄材工ff｣、 「14.4.7」印、 「承」印、人名氷印

1個
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表題[事恥 承認番号 工事内容等 見積金額 作成年代

承認第一二三号 見積書 表玄関行材哨加分材料下栫ヨリ据付化粧目地水洗迄一式 大正14年21111 1650I'I1－127

承認第一一四号 見積書 壱階、弐階、天井、蛇腹、下地用材ニシテ普通品 9901'130" 大正14年11130日1－128

｢セメントガン｣使川｢揮発油｣及｢パキウム｣モビール汕及｢ベ
ルトワツクス」

承認第一二瓦号 兇積!f} 916円75銭 大lfl4年1月19日1 129

1-130 承認第一一六号 ｜見積書 481'150銭|大正14年1月28日

('､了衛日給増額） 大正14年1月27日一二七 ﾉ侭認噸 (日給2円50銭）1－131

承認第一二八号 見積書 取付用材及木煉凡 70811150" 大正14年2月7日1－132

見積書 ｢パラペット」上端ハ新規銅板張りトシ、 「ケーブル」石上
端及北側蛇腹上端ハ古銅板張り其他蛇腹石L損傷個所ノ修
繕等

承認第一二九号 1,4291 1151銭 大正14年11 131111－133

臨時電灯K事費承認第一三○号 兇積再 354円17銭 大正14年21131 11 134

承認鋪一三一号 見積書 総会室鉄骨補強工事 大正14年2月101 12551 '180銭1－135

衛生工事1-136 1承認第一三二号 ｜見積番 6,491円75銭大止14年1月31H
|給1円20銭）大正14年1月211 1大正14年1月211 1(現場監督員詰所給{t採川）承認一三＝ 承認願 (H給1円20")1 137

承認第一三四号 見積書 田島式スチールサッシ及田烏式スチールドワー 13,318円42銭 大正14年211231 11－138

両仙ll面玄関表階段石1事 ド緋へヨリ据付化粧目地水洗上迄
・式

承認第一三五号 M積許 大正14年2月12｢I1.5001'11 139

1-14(） ｜承認第一三六号 兇積書 塗工,営人常川手間 (II給311I50銭）大正14年21 '231 1

年2月1払卜見積書承認第一三七号 中古ワイヤーロープ払|､.代価 159ILI10" 大正14年2月19111－141

総会室天ﾉ|鉄件及北階段並二手柵共一式鉄骨塗帥工事承認第一三八号 見積,#｝ 135III28" 大正14年2jl231 I1－142

承認第一三九号 見積書 H1島式スチールドアー 7,5511'I40" 大正14年211261 I1－143

喰認第一四○号 兇磧耆 錬鉄製金庫室格子代 大正14年2月l2I1112I'I50"1－144

承認第一|几{一号 兇積野 田島式スチールドワー及田烏式スチールサツシ代 大皿14年2月17日1－145 217円96銭

承認第-IIM二号 見積!￥ 各宰造作材及工費1－146 2(),267円63銭 大皿14年2月16日

1 147 (承認第一川三号) |兇禎書 各建具材及工費並釣込丁間代 9,2191 1155"|人正14年2H16H
承認第-IJII三号 兇積,1} '台階弐階天井下地鉄骨組立及間仕切鉄骨組立ラス推リエ事

ニシテ材料及取付手間共一式
各階外側窓用「ブラウインド」

1－148 6,1151!190銭 大正14年21112H

承認第一四阿号 兇積舎1 149 660II150銭 大正14年2月14日

承認第一四五号 兇積舎 純砲金長座付箱錠代1－150 1.7591'125銭 k1E14年3月4Ⅱ

1 151 1承認第一四六号
1-152 1承認第-Iﾉﾘ七号

見積書

兇積称

三階ﾉL号室床梁補強用材料 銭
銭

０

０

３
７

円
円

１

７

４

０
０４４

大正14年3月4日

大正14年2月7日左官［事材料手Ⅱ”

承認第一IﾉM八号 見積書 屋上鉄製煙突及梯子共1－153 435I'I 大正14年3H611

承認第一四九号 見積書 各階床シンダーコンクリートイIT問及材料運搬手間共1 154 90911194" 大正14年3II511

承認第-fi○号 見積苫 東側及西側件二北側ノ階段ノ上端ノ敷ゴム材料及敷込張り
方手間共一式

1－155 1､333円17銭 大止14年3月911

承認第一五一号 見積書 防水コード五○尺付プラグ（臨時電灯工事川）1－156 851'160" 大『F14年3月12日

承認第一五二号 兇積!I# 東松式特許人員川昇降機壱基1－157 大正14年2)121n8,25()円

外壁用真論製伸縮戸及鉄枠弐ケ所承認第一五三号 見積書1－158 人正14年2II25H5001'1

承認第一五四号 見積書 鉄製階段工万ll1－159 大正14年2II22H5,9291'120銭

承認第一五五号 兇積舎 玄関散石及便所大蝿石工事1－160 1,2761 '129" 大正14年311101 1

承認第一五六号 見積書 電灯配線工事変更及追加分、電気室変更及追加分1 161 大IH4年3月1日5,490円85銭

1－162 1承認第一五七号
1－163 1承認第一五八号

鉄屑見積書

兄積耆

(買受）IIf鉄屑壱11」 14211150" 大正14年311201 1
981 'l 大正14年3II2211大正14年3II2211煙突附近鉄梁補強用材料

大正14年3jll81 I承認第一五ﾉL号 兇積耆 営業室廻りスチールドアー及スチールサッシュ並二犬j|慨
光用網人硝 f材料及嵌手間迄一式代

1－164 3,2581'153"

流用スロツブシング排水l車見積評

見積書

承認第一六○号1－165 891I'}75銭 kIE14年3月23日

正1m玄関両側腰石取替工事ニシテ材料及下間共一式トス
在来破損石切収ヲ含ム

承認第一六
Ｊ
一
Ｊ

匹
丁1－166 大正14年3川201 11, 230FI

承認第一六二号 見積書 各階側血硝子障子及各階出入口木製及鉄製建具硝子ニシテ
別紙明細書通り材料及嵌込手問共

1－167 1,5311'179" 大正14年3〃181 1

承認第一六三号● 見積書 小野田セメント代1－168 大正14年31 ll9H1,100円

承認第一六四号 兇積11# 各室造作建具材及工費1－169 8,4521'163銭 大lf14年3月16日

承認第一六五号 兇積苫 営業室天井下地及
用材

階便所（メタルシーリング）下地 248｢1160銭 大ll214年3月25日1－170

承認第一六六号 兇積許 営業室客溜敷石代1－171 5,221円26銭 大lfl4年3月25日

承認第一六七号 兇積書 ﾍ、鉄扉I事費 大lf14年3月28日1－172 1,990円

承認第一六八号 兇積耆 スチールドアー弐拾五個所1－173 12,930円 大正14年3月30日

承認第一,'《ﾉL号 }J積許 第壱階拾九号室ガータ受正中 77円32銭 大正14年3月261 11－174

承認第一七○号 兇積害 壱弐階廊1<床及便所床腰タイル張り材料及張1,1TM1

正面1IⅡ入口錬鉄製扉、側｢m出入1 1錬鉄製扉

1－175 5,676円24銭 大正14年311251 1

大正14年3月31日承認第一七一号 兄積＃1－176 8,380FI

承認第一七二号 見積得 天ji:蛇腹トー地木材取付用ボールI1－177 41円 大II14年4i12日

承認第一七三号 兇積害 天ﾉ|釣財銅線1－178 1181'150" 大正14年4112日

－51－



作成 宛先 備考 f l送
横浜市南仲通り川丁I I 塚山化太郎 横浜正金銀行 専用川紙A使川。 「写」印、朱書「鉄材工而1m、 「14.4.7｣ fll、 「承」印、人名朱印

1{|門I

F1
坐ノ ○

畷横
印』９４浜Ili畷河町三 ' lj村材木応 !"用川紙A使用。 「写」印、朱耆「木材工事｣、 「14.4.9｣ fn， 「承」印、人名朱印

111占I
横浜正金銀行 ○ Lノ

東京市建築金物一式電灯電熱T事 （名)人| ,1商会 横浜正金銀行 大同商会川紙使川
朱印2個

｢写」印、朱耆

｢り官」印、未沸

鉄材|事｣、 「14.4.9」印、 「承」印 人名

人名

r－1
、_ノ ○

市述築金物一式電灯電熱工事 （名)大l , il l淵会 縦浜服金銀ｲ｣： 大同商会川紙使川
朱印2個

鉄材工事｣、 「14.4.9｣ I11、 「承」印 ○ ○

巾駿河町三 ili村材木店 横浜lli金銀行 専川川紙A使川。 「写」 IZll、朱1坪「仮設工事｣、 「14.4.9」印、 「承」印、人墹朱印
1個

○ 〔

嘩用用紙A使川。 「写」 l寺'1，朱書「煉瓦及タイルエ,卿｣、 「14.4.9｣ |11, 「承」 |11来京市本郷区森川町北村善三郎 横浜正金銀行 ○１

專川用紙A使川。 「fj:」印、朱書「鉄材工顎｣、 「14‘4.9」印、 「承」印横浜IIﾐ金銀ｲJ:

横浜正金銀行 利用

.1Iil
横浜市駿河町三市村材木li j 岬用用紙A使川。 「写」 l1l、朱書「木材工'II｣、 「14.4.11」印、 「承」印、人名朱

印llllil

横浜市丙戸部町六津出金作 横浜正金銀行 弾用用紙A使川
1個

1,1｝用用紙A使用

｢写」 11l、朱書「雑収入｣、 「14.4.14」印、 「承」印、人潴朱印

T写」印、 「14.4.14」印、 「承」印、人名朱印1個横浜'|j向島町九 1. 1 l

東京市本所Ⅸ柳原町

肯山藤吉

｣ . 1 I (間竹林l:作所

横浜正金銀行 、ハ

ノし

專川用紙A使川。 「写」印、未I#ド 「鉄材工事｣、 「14.4.15」印、 「承」印、人名朱
印111,1

横浜If金銀行

横浜1K金銀付

、

｢'ﾉj:」印、朱書「電灯配線工事｣、 「14.4‘17」印、 「承」印、人横浜IIj翁町三三'竜舎 専用川紙A使川
名朱印1個

｢写」印、朱書

○ ○

東京市宗橋|X因幡川東京シャッター製作所伊
藤健三商店

横浜I[金銀行 ｢鉄材工事｣、 「14.4.17」印、 「承」印、人名朱印1佃 r~、
、ン

○

~
○横浜IIi金銀ｲJ尚IH商会 写」印、 ’ 14.4.18」印、 「承」朱印、人名朱印1燗 ○

東京｢|j京橋Ⅸ五郎兵衛町高砂媛房工事㈱ ,舟砂媛房l事用紙使川。 「写」印､朱書「媛房換気l事｣､｢14.4.18」印､｢承」印
人名朱印lili

横浜IE金銀↑」 ○

専用用紙A使用。 「写」印、朱書「途帥工市｣、 「14.4.18」印、 「承」印、人名朱
印11'尚’

来京' |j下谷区仲御從町一石蝋斎輔 横浜|f金銀行 ○ ○

専用用紙A使川。 「'ｹ」印、米耆「附随工1丁｣、 「14.4.20」印、 「承」 |1j、人名朱
l1llll占’

横浜市翁町三三電舎 横浜lli金銀行 ○

専用用紙A使用。 「写」印、朱書「附随T:了塀｣、 「14.4.20」印、 「承」印、人名朱
印111門’

東京市本郷区弓町二大野l服営業所 横浜If金銀行 ○ ○

東京市麹町区八重洲町-1 . l l 東洋瓦斯試験所 横浜IIi金銀行 東洋瓦斯試験所川紙使川。 「写」朱印､朱『1f 「媛房換気1束｣､ ｢14.4.18」印､｢承
印、人名朱印1個、朱丹「収消シ」に訂IF線

○ ○

横浜市駿加IMj.三市村材木lii 横浜｣f金銀行 専用川紙A使川。 「写」印、朱舎「木材l巾｣、 「14.4.22」印、 「承」印、人橘即
印lillil

○ C

'"用用紙A使用。 「写」印、朱苫「木材工事｣、 「14.4.22」印、 「承」 |言|｣、人名朱
印111占’

横浜市駿河町三 'li村材木店 横浜IF金銀↑』 ○ 〔ノ

専用川紙A使用。 「写」印、朱号
flllil,1

朱耆横浜市翁町三三電舎 横浜正金銀ｲ」 「追加工事｣、 「14-4.23」印、 「承」印、人名朱 ○ ○

東京巾京橋|><束豐 E河岸 IHI 1清吉商店 横浜I服金銀行 専用川紙A使用。 「写」 flj、未, 1; 「布材工事｣、 「14.4.27｣ |11、 「承」印、人名朱
|111{li

○

専用川紙A使用。 「写」 |11、朱苫「木材工事｣、 「14.4.27」印、 「承」印、人名外
印1個

横浜市梛寓町三堀本材木店 横浜正金銀行 【 】

専川川紙A使用。 「写」 |1j、朱書「敷物及ブラインドエ事｣、 「14.4.27」印、 「承」
印、人名朱印1燗

横浜市人出町一藤lll屋 ｜Ⅱ村商店 横浜正金銀行 ○ ○

東京市ﾒLノ内日本通商(株 樅浜正金銀行 専用川紙A使川。 「写」印、朱書「鉄材l事｣、 「14.4‘27」印、 「承」印、人名外
印1佃

ﾐーノ

癖 専川川紙A使用。 「'/j2」印､朱書「木材1束｣､｢14.5.2」印､｢承」印､人名朱印1個
1111i紙

巾駿加IHI三 'li村材木店 横浜正金銀ｲ」 ○、一ノ

|東京市芝区露月町 ′,芯 安達,)I務所川紙使川。 「』ケ」 |1j、朱書「電灯配線I事｣、 「14.5.6」 「l1， 「承」 11j
人名朱印lilhl

銃安達事務所 横浜正金銀行 ○

'､ﾘ川用紙A使用。 「写」印、朱書
人名朱印1{'1

米吾 「煉瓦及タイルエ頓｣、 「14.5.6」印、 「承」印横浜lli金銀ｲJ ○束京'1i本郷区森川町北村善三郎

富|電機製造川紙使用。 「''f」印、朱書「別途| :櫛｣、 「14.5.6」印、 「承」印
人名朱印1個

東京'|i麹町lX八重洲川口丁I I 富士電機製造㈱東
京販売府

横浜l[金銀↑」 ○○

専用用紙A使用。 「写」印、米普「木材工刊、 「14.5.6」印、 「承」印、人名朱印
1個

横浜巾駿河町三市村材木店 横浜l li金銀1J ○ ○

｢14.5.7」印、 「承」專川川紙A使州。 「写」
lil61

印、朱芯「左官工事」

印、朱！＃「鉄材工事」

神ﾉ i巾磯辺通IJII丁H 山本倫 横浜正金銀行 印、人名朱印

印、人名朱印

○ ○

専用川紙B使川。 「写」印
111占’

｢14.5.9」印、 「承」横浜巾南仲通り四塚山仁太郎 横浜正金銀行 ○ ○

9」印、 「承」専用川紙B使用。 「写」印、 「14.5.9」
竹中［務店用紙使用。人名朱印1個

'1｣、人名朱印1個 ○横浜正金銀行

横浜市南中通り ilﾐ金銀行建築場 （名)竹中工御,ii出
!朕所

横浜ili金銀行

竹中工務店用紙使川。 「写」印、未耆「附随工事｣、人橘朱印1個。No2-028と
| ,il内容

横浜巾l村中通正金銀行建築場竹｢'1 1筋店出張所|横浜正金銀行

専用川紙B使用。 「写」印、朱耆「煉瓦及タイルエ束｣、 「14.5.16」印、 「承」印
人名朱印l11占’

横浜止金銀行

横浜正金銀1｣：

横浜市駿加1町三 'li村材木店 Ｕ
’
（

し

専川川紙B使川。 「'ケ」印、朱書「鉄材l事｣、 「14.5.16」印、 「承」 |1j、人名朱
印1個

東京市本所|><柳原Ⅲ1-二 （資)竹林工作所 ○

横浜正金銀狗 專川川紙B使川。 「写」 fll、未許「木材工事｣、 「14.5.16」印、 「承」印、人名朱
印111占I

○東京市深川区西平井町竹II1 1務店東京製作所 〕
’
○軍票Th (名)人|口l商会 専川川紙B使川。 「写」 |11、朱書「木材工事｣、 「14.5.18」印、 「承」印、人ｲﾉi朱

印11|占1

r，
呈ノ横浜1E金銀↑』

r，
茎ノ横浜ili住吉町六丁I I 金了･勝次郎商店 横浜正金銀行 專川川紙B使川。 写」 llj *1Iキ 「硝子工事｣、 「14.5.18」印、 「承」印

印、未苫「木材工事｣、 「14.5.20｣ lll、 「承」印、人伊藤常太郎川紙使用。 「'ケ」
偶朱印1個

○東京'lin本橋|X本行''''三l ~目 リリ洋建築諸金物商
伊藤常太郎

横浜l正金銀行

岬川用紙B使用． 「写」印、未詳「木材工事｣、 「14.5.20」印、 「承」印、人名朱
印1個

東京巾芝区雑房町堀商j古 横浜lli金銀行 ○

渡辺栄次郎 卵川川紙B使川。 「写」印、朱li｝ 「鉄材工flf｣、 「14.5.22」印、 「承」印、人名朱
印1個

枇浜ili'lll町 横浜ll;金銀行 ○

｢写」印、朱書「噛灯配線I2事｣、 「14.5.22」印、 「承」印 人名朱印1個

印、 「承」印、人名未

横浜lli金銀行

横浜｣E金銀行

ウェスチングハウスネI

専川川紙B使川
印111hl

｢｣Jj2」印、朱書 ｢衛生l事」東京'li麹町Ⅸ水楽HII- 尚田商会I事部器材係 114.5.22」 ○

､5.25」印、 印、人名朱卑川川紙B仙川。 「'fj2」印、未耆「鉄材l事｣、 「14.5.25」印、 「承」
印1個

横浜lli金銀↑｣： C

r－

横浜' |j太ⅡI IIII五丁I I 」遥烏辰l[即

專川用紙B使用。 「写」 |11、朱書「仮投工事｣、 「14.5.25」印、 「承」印、人名朱
I11111古I

東京,|j京橋IX束豊玉加I岸Ⅱ｣I I清吉商jji 横浜lli金銀行

専用用紙B使用。 「写」印､未詳「石材工事｣､｢14.5.26」印､｢承」印､人名朱印1個
貼紙

東京1IT京橋区東竪玉河岸 |} 1 1 1i#, 'i商j,i i 横浜1I2金銀行 ○

横浜市駿河H1 専用用紙B使用。 「写」 |1j、朱書「仮設工事｣、 「14.5.26」印、 「承」印、人名朱
11J11IwI

横浜正金銀行
1
○前村材木店

Ij用用紙B使用。 「写」印、 米耆「鉄材眼事｣、 「14.5.26」印、 「承」印、人名米
111111,hl

横浜市南仲通り四塚11 1に太郎 横浜I1ﾐ金銀ｲI ､「

－52－



兇積金部 作成年代工而侮恥 喰認番 号

|'-'79 承認第一七'1‘
承認第一七IIﾘ

表題 工事内容等
大止14年4月4日見積舎 |鰭屋根樋落n用鋳釧 20円80"号

二階天井下地川村 人正14年41151 1承認第一七五号 兇積耆 58円50銭1－180

(米国ボンマー社製向羽根） 大止14年4月71 1承認第一七六号 見積害 148IW50"1 181

大正14ff-4月71 1(エール社製ドーアクローザ一） 3931 '175"承認第一七七号 見積＃1－182

各階仮設用足代板 大正14年4月71 1承認第一七八号
11エ士十十

ケIL↑貝1.1‐ 3701 111－183

壱階耆庫聿床弍階配膳室床及ビ腰タイル張り並二地F宗保
護領庫前廊下保謹預IIIh取扱所宰床及腰タイル碓リエ|lf

2,7721 '172" 大正14年4月41 1ﾉ侭認第一ヒノL号 兇積汗b
1－184

木製人1 1枠及額縁等取付用水煉瓦代用ロールプラツグ並l具 1611 1125"|大正14年4月71 11－185 1承認第一八○号 見積書
k1[14ｲ拠月91 1見積書 営業室内部アーチ形板承認第一八一号 70円2 001

rl1･鉄物払ド代金( ! 'f鉄屑一山、金庫扉一ケ） 大ll214年411111 1承認第一八一 号 見積書 241円2－002

大[ (墨出シ）常傭一人手間 ( | |給4円） 人正14年4111011

人正14年3月29日

承認節一八三号

承認第一八四号

兇積雪2－003

兇積番 営業室天井釣|､地及採光天窓枠用鉄材並二蛇腹廻り鉄材I：
事ニシテ材料及乎間共一式

屋上パラペツト電灯工事費

11,550I'I2－004

見積書 銭

円

０

０

６

０

１

８

８９９ 大I[14年4117H承認第一八h号2－005

大'1ﾐ14年4月131 1御見積害 スチール、 ドアー川ドアーチエック取付加l及無ロ、上桟
補強加工費

承認第一八,【《号2－006

1925年4月9日(電灯器具） 4,426円40銭承認一八七号 ESTIMATENo・ CHE

791

2 007

御見積書 排気装置 1.9201 11 大llil4年4月15日承認第一八八号2－008

併種塗帥工'F 4,394円45銭 大正14年3月271 1承認第一八ﾉL号 見積害2－009

臨時電灯工事用 AsIE14年見積害 154I'1承認第一九○号2 010

見積苫（追加） 大野式防火捲上戸持込取付鍛冶工共壱ケ所 大正14年4月1511承認第一九一号 Ⅲ

円

１

０

９

０

１

２
９

2－011

理化学研究所発lﾘI東洋瓦斯試験所專光
節装置（地下金庫室乾燥）
各階、造作材取付養生板

大正14年4}1161 1見積苔 アドソール空気ﾙリ承認第一ﾉL二号2-012

大正14年41 1201 1
巾

見積書 361 '1承認第一九三号2－013

14()円 大正14年41 1201 1見積耆 理込木煉瓦承認第一九四号2 014

大lfl4年41161 1苔電池用電灯装置一式工事雷 2,1661'195銭見積吉承認第一九f1号2 015

大lf14年41 121112 016 間内階段脇手摺台石工事材料子間膳キ柵付化糀1 I地水洗上
迄一式

見積害 270円承認第一九六号

電話交換室犬井及壁防音装置下地材 90I'142銭 大[|ﾐ14年41122n見積害承認第一ﾉL七号2－017

電話室内部防音コルク板推リエ事 310III99" k正14年4月24日承認第一九八号 見積吉2－018

日通サッシュ追加分 大l[14年4月23日1061'157"承認第一ﾉしﾉし号 兄積I¥2－019

大[f14年4112911総会室及次室、客室、天井下地材不足分祓二各室1 1J木養生
材群

174円70銭見積書承認第二○○号2－020

承認第二○一号 特製ブラケット 弍個 人正14年5月5日見積吉 2201 '12－021

エレベーター室内部腰壁タイル張リエ事

シーメンス式電気時計装慨 式代価

人正14年5111n承認第二○二号 聿

日

全

日

積

禎

見

見

812円30銭2 022

大正14年41 1151 1承認第二○三号 4.8451 ]I2 023

天井下地用材 大正14年5Ⅱ21 1見積書 98｢'175銭承認第二○四号2 024

大正14年51161 1見積書 昇降機室床用パドロー代 465円承認第二○li号2－025

大正14年5月81 1各階シャッター、 ワイヤー満使用亜鉛鍍鉄版 491'170"承認第二○六号 兇積書2－026

(I1給4円80銭) |大lli14年51 1712－027 承認第二○七号 ｜見積書 外部石切欠キ常傭彫刻石工手間壱人ノ単価

(建築用水道給水装慨過剰金領収返納） 大'[14年51114I1
手
玉
１

壬
１
１

生

、

艮臨
(返納2円40銭）ﾅで1

．．レジ2－028

(建築用水道給水装置過剰金領収返納） (返納21]140") 大正14年5月14日報告書弁I
辱し2－029

大ln4年511121 1見積＃ 窓「シャッター」巻楊用「ワイヤー」 ノ穴閉ギ「ラス」下
地留用木煉瓦

85円承認第二○八号2－030

１

２

３

３

３

３

０

０

０

~~
２

２

２

1北側階段蹄段製作御入費 1,456円50銭 大正14年5jll3p見積書ﾉ侭認第二○ﾉL号

大正14年5i112日13,628円20銭見積書 各室造作材及l満ﾉ侭認第二一○号

4681 【175銭 人正14fi:･511131」米|KIヱールエンドタウン会社製AII1ドーア、 クローザー代喰認第一
ロ
万 見積言

内外側窓硝子障子及各階各出入、木製及鉄製建具硝 f嵌込
用パテー

大正14年511161 1258円50銭承認第二一二号 見積苫2－034

貞鋪製ニッケル メッキ蝶番、砲金製本
l' 'l転棒、 ｜ﾛI 小＃ll形'jl手

砲金製本膳蝶番、
磨阿転軸、 ｜ Ijl

大正14年51 1191 11,801円20銭承認第二一三号 兇積寓2－035

大IE14年511191 1建具金物代 25411120銭承認第二一阿号 見積苔2－036

各階「シャッター」
タルラス」

巻楊用「ワイヤー」 ノ道穴塞ギ川 「メ 大lfl4年5ll20I I39円承認第二一五号 見積,可2－037

2,8861'140銭|1925年5H21l I電灯器具2－038 1承認第二一六号 |SoI-Lux

大lli14年51122ロ小使器 7561]153銭兇積群承認第二一七号2－039

外部卸|板竪樋及アンコー収ハズシ洗lミケ取付修辮T,If 897I'I64" 大証14年5月21日承認第二一八号 見積雪2 040

2,216円16銭 人正14年51121日外部花崗岩洗方材料手間迄一式承認第二一ﾉL号 兇積詳2－041

外構fi塀 '二事代金 大'1ﾐ14年5I1231 1(1ii価記載のみ）見積書承認第二二○号2 042

各階左官其他川形板 大正14年511211 1140円承認第一二一号 兇積害2－043

天井蛇腹締1､川lボール’ 大正14年51 1231 113円45"砿認第一一二号 見積吾2 044

Fn

－Oj－



｜ 作成
|東京市下谷区仲御徒町一東京市下谷区仲御徒町一

承 送宛先 備考
石黒齋輔 横浜正金銀行 専用川紙B使用

印1個

専用用紙B使川
印1個

｢写」印、朱書「塗師工事」 |14.5.26」印、 「承」印

｢14.5.26」印、 「承」印

人名朱
、

ノ

~

~

~

末

~

叩

資)竹林工作所東京市本所区柳原町 横浜正金銀行 ｢写」印、朱書「鉄材工事」 人名未

蠣京榊所区柳原町
二 （資)竹林工作所 横浜正金銀行 専用用紙B使川。 「写」印、朱苫「鉄材I事｣、 「14.5.26」印、 「承」印、人名朱

印111占’

~ し

東京市1 1本橋Ⅸ西河岸 1l1村商会東京支店 横浜正金銀ｲJ 専用什l紙B使用
印l佃

｢写」印、朱耆「鉄材工覗｣、 「14.5.26」印、 「承」印、人f'1朱 Ｕ
一
○

）
○
’
○
｜
〔

東京市日本橋区亀島町一丁l l 村瀬栄太郎 人名朱

人名米

人名米

人名米

横浜止金銀行 團
面

専用用紙B使用。
印1個

印、朱課「左官工事｣、 「14.6.24」印、 「承」 印

印

印

印

東京市日本橋区通Pq丁目国木金庫店国末艮吉 ｜
悶
一
圃
一
關

横浜正金銀行 専用用紙B使用。
印1個

専用用紙B使川。
印1個

専用用紙B使川。
印1個

印、朱吾「鉄材工事｣、 「14.5.26」 印、 ○

国未良吉

国末良吉

ヴ
ム
ロ東京市日本橋|x迪四］ 円国末金庫店

目国末金庫店

横浜正金銀↑」 ｢写」印、朱苫「鉄材l事｣、 「145.26」印 ○

東京『|j日本橋区通ﾛﾘ］ 横浜正金銀行 ｢写」印、朱再「鉄材工事｣、 「14.5.26」印 ○

○

○

横浜市翁町三三電舎 ｢承」印、人横浜正金銀行 ｢写」印、朱書「電灯配線l事」専用用紙B使川
名朱印l旧

専用用紙B使用
名朱印1個

印

印

』

ｊ

６

６

２

２

５

５

４

４

１

１

－

Ｉ

戸、

職浜市翁町三 三電舎 横浜正金銀行 函酎画｢写」印、朱舎「電灯配線工事」 ○ ○

東京市芝区愛宕下町四来京l業#1 朱言「電灯配線工或横浜正金銀↑］ 専用用紙B使川。 「写」印
名朱印1個

14.5.28」印、 「承」印、人 ○ ○

火京市本所区柳原町二丁I I (聞竹林工作所

岐阜県不破郡赤坂町 （肖矢橋大即自商店

｢写」
~

横浜正金銀行 竹林l:作所川紙使用
名朱印31|占I

印、朱書「鉄材l車｣、 「14.6.3」印 ｢承」印、人

印、 「承」印、

r）
ー〃 ○

横浜正金銀ｲ 」 欠橋大理石商店用紙使用。 「写」印、朱書「石材工輌」
人名朱印1個

「14.6.3」

｢14.6.3」

印、 「承

印、 「承

印、 「承

(~） rl
と ノ

横浜市寿町－ 1黄岡幸之輔 横浜正金銀↑』 專川川紙B使用。 「写」 「ll，朱書「煉瓦及タイルエ事」
人名朱印lilI

印
一
印

｢承」印
､

横浜市11 l下町H本トラスコン鋼材(株)横浜出強所 横浜正金銀ｲ]： 專川川紙B使用
1ilH

専川川紙B使用
111占’

｢写」印、朱書「鉄材工張」

｢写」印、朱書「鉄材工事」

１

１

１

３

８

８

６

６

６

４

４

４

１

１

１

ｒ

ｒ

ｒ

人名朱印
/~､

ノ

東京市本所区柳原町二竹林工作所 横浜正金銀行 人名朱印印
一
印

○

東京市京橋区東豊盲E河岸田I1清吉商店 横浜正金銀行 専用川紙B使用
1個

｢写」印、朱書「石材工事」 人名朱印 ○

横浜市蓮莱町三丁目 中村才八商店 横浜正金銀行 竹中工務店川紙使用。 「写」印、朱耆「雑収入｣、 「14.6.11」 にl1， 「承」印､ 天洞
朱印l佃

）

横浜｢h駿河町三市村材木"i
も

~

横浜If金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、未舎「仮設工事｣、 「14.6.17」印、 「承」印、人名朱
印1個

○ ○

東京巾本郷区森川町北村善二郎 回回横浜正金銀行 專川川紙B使用。 「写」印、 「14.6.17」印、 「承」印、人名朱印1個
横浜市翁町三三'竜舎 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「附随工刺、 「14.6.17」印、 「承」印、人名朱

印111占I
横浜正金銀行 CZ

東京巾深川区内平j|町竹中工務店東京製作所
~

横浜'股金銀行 専川用紙B使用。 「写」印、朱書「木材工事｣、 「14.6.22」印、 「承」印、人名朱
印1個

○
戸、

Lノ

東京市日本橋区本川三丁目
東京市京橋Ⅸ五郎兵衛町

名)竹中工務店東京支店 横浜'服金銀行 朱書「雑収入」I写」印 ｢14.6.22」印、 「承」 印、人名氷印1個

『｣、 「14.6.23」印、

卜｣、 「14.6.23」印、

,工事｣、 「14.6.23」

フ’○
高砂媛房工帝㈱ 横浜正金銀ｲ』 専川用紙B使用。 「写」印、未書

名朱印1個
｢承」｢媛房換気工事」 印、人

東京東京市本郷区駒込動坂町電気安達事務所 横浜正金銀行 専片1川紙B使用。 「写」印、朱書
名朱印1個

｢電灯配線工事」 ｢承」印、人 ○ 、ーノ

横浜巾駿河町三 'li村材木店 横浜II弓金銀行 專肘用紙B使用。 「写」印、朱書
人名朱印1個

｢煉瓦及タイルエ事」
o

印、 「承」印 ○

横浜市駿加1町三市村材木店 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「仮設1束｣、 「146-23」印、 「承」印、人名キ
印1帖I

横浜正金銀↑］

粥｜
~~｜’

ｒ

○横浜1W南中通りlli金銀行建築場贈)竹中工務店,'ll
惟所

横浜l［金銀行 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱齊「雑費」
印1個

｢14.6.23」 ｢承」 ’1

｢承」印

印印

印､

人名朱

専用用紙B使用
印1個

東京Ifj本所区柳原町二竹林工作所 横浜正金銀#J r祠写」 flj、朱書「鉄材工事｣、 「14.6.23」 人名未 （）

東京'打本所Ⅸ柳原町二竹林［作所 横浜正金銀行 専用州紙B使川
印1個

専用川紙B使川
|111個

｢写」印、朱苫「鉄材 l事｣、 「14.6.23」印、 「承」印、人名 j

｢写」印、朱謝「左官工事｣、 「14.6.26」印、 「承」印、人名卯

○

横浜正金銀行東京市日本橋|え亀島町一丁目村瀬栄太郎 ○

東京市1 1本橋Ⅸ亀島町一村瀬栄太郎 横浜正金銀ｲr 専肘用紙B使用。 「写」印、朱書「左官I事｣、 「14.6.26」印、 「承」印、人名朱
印111H

○

横浜市尾上町五丁目 （閏美加鞍商釜 横浜正金銀ｲ』 専用用紙B使川。 「写」印、未苫「別途I事｣、 「14.6.29」印、 「承」印、人名外
印l化’

○

横浜正金銀ｲ』東京市京橋区本八」.堀凹間I1111l川商店 專川用紙B使用
印1Ⅲ

専用用紙B使川
印1個

專川用紙B使用
名朱印lil占I、 「才

用

｢写」印

~｢'Jj旨」印
朱書「左官工車｣､ .｢14.6.29」印、 「承」 印

一
印

人名未

人名朱

○ノ

東京市京橋Ⅸ束豊玉加l岸 II1口清吉商店 横浜正金銀行 未1叩「石材工事｣、 「14.6.29」印、 「承」 、

横浜巾翁町三1.目三電舎 横浜l膿金銀行 「媛房換気工事｣、 「14.6.29」印、 「承」 |1｣、人
)00号参照」などの苫き込み

。 「写」印、朱舎
｢本文取消」 「299、

し

横浜｢|丁寿町一廣岡幸之輔 横浜正金銀↑」 專川用紙B使用。 「写」印、朱耆「煉瓦及タイルエ事｣、 「14.7.4」印、 「承丁印
人名朱印1個

く

東京市日本橋区本石川三丁目 西洋建築金物製造
輸入販売伊藤常太郎商店

東京市日本橋区馬喰町二竹内金庫I吟

「承」印

人名朱印

横浜止金銀行 伊藤常太郎商店用紙使用《

専用用紙B使用。 「写」印
1個

｢写」印、朱書「木材l事｣、 「14.6-29」印
戸

○

横浜llf金銀行 ’
○
一
○
’

○

○

朱書「鉄材工事｣、 「14.7.3」印、 「承」印 ○

東京市麹町区永楽町一日本通|凋昧 横浜IIi金銀行 ｢写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.7.4」印、 「承」印、人名朱印専用用紙B使片1
1個

/へ

束京市日本橋I又本石町三伊滕常太郎 横浜正金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、未詳「木材｣事｣、 「14.7.6」印、 「承」印、人名朱印
1個

○
/ー、

東京市日本橋区亀島町一村瀬栄太郎 横浜正金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「左官L事｣、 「14.7.8」印、 「承」印、人名朱印
1個

○ ○

横浜'li西戸部満田鉄工所満、宗吉 横浜lli金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「山
1個

｢14

~
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○

○

○

一
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○

○

LJ皇

○

呈ノ

r-,1
＆＝ノ

｢~、
R=ノ

.7.9」印、 「承」 |11、人名朱印

横浜巾西戸部溝lll宗吉 写」印、 朱書「鉄材工事｣、 「14‘7.9横浜llﾐ金銀行 専用用紙B使用
1個

印、 「承」印、人名朱印

横浜市太1,町五l ~、長島辰五郎 横浜正金銀行 専用用紙B使H1。 「写」印、朱書「仮設工事｣、 「14.7.9」印、 「承」 |1J、人名朱印
1個

東京市トー谷区仲御徒町一丁目石黒齋輔 横浜IIi金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「塗師工事｣、 「14.7.14」印、 「承」印、人名采
印1個

戸部溝田宗吉 横浜正金銀ｲ」 専用用紙B使用。
名朱印1{|剤

専用用紙B使川◎
印111M

團
面

印、朱書「媛房換気工事｣、 「14.7.14」14」 印、 「承」印、人

印、 「承」 11l、人名米古町IIq硝子方大久保正 横浜IE金銀行 印、朱書「硝子工事｣、 「14.7.14」

東京市日本橋lX本石町三丁l l 伊藤常太郎 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.7.15」印、 「承」印、人名朱
印1個

横浜正金銀行

犀而
巾本郷区弓町二丁目大野I1;営業所 横浜112金銀行

圓図
專川用紙B使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.7.15」印、 「承」印、人名釆
印1個
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一
作成見積金額工事内容等表題工事NO 承認番号

大ffl4年5月23日4,547円営業室及玄関内部枠並二鉄扉ペンキ塗模様替追加工事見積書承認第二二三号2－045

大正14年5月l8H136円65銭地下室天井卜地製作御入費見積舎承認第一三m号2－046

大正14年51118｢1231円44銭階段天井下地製作御入費兇積霄承認第一 二五号2 047

大正14年5月22日502円80銭営業室スカイライト下モールデング取付工事兇積書承認第一 2六号2－048

地下室左官工事材料及手間 12,74011l05銭 大正14年6月16日兇積再承認第一 二七号2 049

大Ifl4年5)120日保護金庫入口扉修繕代 870円
サ
ユ
ー

三
Ｆ

主
酉
且

手
心
肌

１
口

Ｆ
ケ承認蕊一二八号2－050

大正14年5月20[I承認第 保護金庫マンホール修繕代 1251 'l見積苫九号2－051

見積書 1301 '1 大止14年5月20H保護金庫人l 1扉塗替代承認第二三○号2－052

本金庫及預金庫内表示灯丁軍寶 大止14年5月24Ⅱ254円98銭見積書承認第二三一号2 053

避雷針工禰費 52811192" 大止14年5月231 1見積書戚認第三三二号2－054

1,350I'I 大正14年5月26H見積1t$ 電灯器具代承認第三二三号2－055

承認第一 ＝四号 大lfl4年51129I1御見積苫 鉄製階段踊場側窓丁摺 1981'190銭2－056

大止14年5月251 1承認第三二五号 兇積君 用度室カウンター処Iリ地覆布其他 6941 1 12－057

耐火煉瓦及モルタル代 811ﾘ55銭 大正14年5月29日兇積!＃承認第二三六号2－058

承認第 大l[14年51130I1七号 兇積耆 177円ハイリブ2－059

消火栓配管覆鉄扉見積【t｝ 大lfl4年51129I1承認第二三八号 297円2 060

外部北木花崗石焼欄個所日東式北木花崗岩製石二係ル施工
一式

見積書 (単価記載のみ） 大正14年611111承認第一三九号2－061

(I形壱山、鉄骨壱山買受）承認第二四○号 兇積欝 72円 大正14年51130n2 062

承認第二囚一号 兇積耆 各宰壁養生板 361'l 大lfl4年6月10日2－063

2－064 1承認第二四二号 ｜見積書 走傭タイルエー人手間代 (H給4III)

10011180"

大正14年6111611
砿認第一|呵三号 兇積茜 防水コード代 大正14年6月2 065

承認第一囚五号 兇積耆 造作材及工背 32611191" 大正14年61115112 066

2-067 承認第二四四号 ｜員行御本店へ振替材明細書 残材~ (木材・生 f板・敷石など） 743円33銭人正14年6II17I1

媛房工事変亜貸承認第=I瓜六号 兇積書 928円30銭 人正14年611161 12－068

承認輔二Iノリ七号 見積書 営業室電灯拾弐ll占I 4,2001 '1 大正14年61120｢I2－069

承認第二四八号 兇積舎 埋込水煉瓦 大正14年6月19日2 070 1401 11

兇積苫承認第二IJﾘ九号 各階左官其他形板 大If14年6月2()日2－071 140円

(守衛・給仕ら四名への慰労金）承認第一子i○号 〔慰労金支給伺い〕2－072 265111 大正14年6月22日

■
■

大正14年61115｢I承I謝第一五一号 兇横耆 東内北各|階段室蹄場下壁隅鉄物製作取付方御入費2 073 120111

４

５

６

７

７

７

０

０

０

~

~

２

２

２

2-074

474円'八
人474円承認第二ガー.号 兇積苔 営業室天ﾉﾄ電灯取付用鉄物製作取付方御入費 正14年61117II

承認第二五＝号 見積弩 パラペット褒及ペントハウス外部並二小屋妻模様替左官工
事

1,793II115" 大正14年61 120{ I

営葉室人造ｲi洗上出塗サンドストン縦ト模様替見積承認第二丘|叫号 兇横井 〔大正14年6月〕1,3131'180銭

承認第二石五)； 見積害 咽譜配線工事費 大正14年6月2日2 077 2,()98円98銭

承認第二五六号 兇積書 小野田白色セメント五○樽代2－078 大正14年611201 11,100111

承認第二五七号 見積課 北1HIMLI石北木花崗fi代金2-079 63円85銭 大止14年6月201 1

承認第二五八号 換気装置電熱器迄ノ配線1本、電話川モーター迄ノ配線及
附偶屋電灯用スヰツチ井二暖房及浄化装潰

兇積書2－080 大正14年611221 18,5341 '1

承認第二子i九号 見積書 地f室廊下溝蓋川セメントタイル 大正14年6H25H2 081 154円

喉認第一六○号 兇横書 純砲金製扉押板金物 k正14年6)127H2 082 168円

承認第一六一号 兇積吾 金庫附幌鉄格 f一ケ所代 大正14年61130[12 083 2951II

承認第二六二号 見積!#ド 地下室在来窓サッシュ附属金物補足及rl内:シエ事2－084 90円 大正14年7月2日

建具用砲金製本暦蝶番模様替墹額雷承I淵第二六三号 兇積！'ド2－085 501リ40銭 kllil4年7111R

承認第二六I1ﾘ号 兄積11# 弍階総会室次室及客室天井蛇腹並二言類金庫模様替左官 1
事費

2－086 2,28211115" 大正14年61 120,

承認第二六五号 見積【 '} エレベーター室スクリーン製作雷推二取付黄2－087 291'140" 大1E14年71161 1

承認第二六六場 見積書 フアン鉄枠及シヤツターケス、 シヤヅターギヤケース並二
鉄捺製作及取付費

2 088 523円20銭 大in4年7月6日

承認第二六七号 軒蛇腹、銅板掃除、洗方及臭気抜キ取ハヅシ洗ヒケ収付迄
デ修織1:事

見積善2 089 大正14年7)141 12961 11

地ド室其他追加塗師工市ニシテ材料及ビ手間共一式承認第二六八牙 兇積’1キ2－090 1,599円36銭 大IE14年7月121 1

承認第二六ﾉL号 兇禎, If 媛房汽缶室煙突楴除｢1鉄扉（在来ノモノ）修理代 ME14年7月9日2－091 151 11

承認第二七○号 兇積,'1 洗面所用鏡及附属金物代並二取付費2－092 50I11 上止14年7月9日

画匿
見債書承認第二 し－号 エレベーター室階段乎摺トシ真餓製本磨什卜嘩金共 大正14年7月l3H2 093 73円

承認第二 1寺二号 見破書 地ト室在来窓シャッター手直シ職工手間金額2 094 131円60銭 大正14年7月l() ' 1

~
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作成 附考 送
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○
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○
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○

○
’
○

○
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’
○

o

東京市泉橋区阿幡町伊藤健三商店 ｢写」印、朱書

｢写」印、朱吾

人

東京市H本橋区本石川三丁目西洋建築金物製造
輸入販売伊藤常太郎商店

横浜正金銀行 ｢鉄材工事｣、 「14.7-16」印、 「承」印専川川紙B使用

横浜市尚島町ﾉL丁| ｜ 青山滕占 横浜正金銀↑j

横浜正金銀1J横浜市尚島町ﾉLTII 青111藤古

横浜正金銀行

横浜止金銀行

横浜I［金銀行

横浜正金銀行東京市本郷区元町二山本庄松

東京市本郷Ⅸ元町 1ll*IMi 横浜正金銀行

横浜止金銀行横浜市港町二丁H池1人l常古 ○
横浜市港町二丁目 池
川崎'|j堀ノ内橋本与

池内端古 横浜正金銀行

横浜正金銀行松 ○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○

○

○

横浜llf金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜止金銀行

横浜正金銀行

東京巾本所l)<柳原町二 （間竹林［作所

横浜市太lH町五丁目艮島肢五郎

横浜市野毛町四村松市松

東京巾下谷区仲御從上町 一石黒斎輔
横浜巾住『芽町IJq大久保正一

東京市l l本橋区通lノリl-目 |fl木良吉 横浜正金銀行

叫〔京巾本郷区森111町

~外〔京市本郷区森川町

北村善 4郎

北村善三郎

横浜lﾓ金銀ｲ｣：

横浜正金銀ｲ｣：

竹中工務府用紙使川

竹I I 1 1務店用紙使用。 「写」印、人名朱印111占I

竹中工務店用紙使用。 「写」印、未詳「木材工事｣、 「14.7.15」印、 「承」印、人
塙朱印1個

東泉｢ljl l本楠Ⅸ本石IHI三伊藤常太郎 横浜正金銀行 、

専用用紙B使州。 「写」印、朱書「鉄材l事｣、 「14.8.1」印、 「承」印、
1il占I

東京市本所区柳原町二1 . I I (資)竹林l:作所 横浜lf金銀ｲ『 人塙朱印 ○ ○

専別川紙B使川。 「写」印、朱書「鉄
1{l古’

東京市本所Ⅸ柳陳町二 J. I I (資)竹林1:作所 横浜lf金銀行 村L事｣、 「14.8.1」印、 「承」印、人名朱印 ○ ○

｢東京TF
I－~_
|横浜市

東京'if ｢写」印、朱書「鉄材 l事｣、 「14.8.1」印、 「承」印、人名朱印本所Ⅸ柳原町二丁l l 櫛竹林工作所 横浜正金銀行 専用川紙B使川
lil占’

○ 『）

専用川紙B使川。 「写」印、宋書
朱印1個

○

○

○裏尚島町二l.l l 東京I'6kl㈱横浜支店 横浜正金銀1」 ｢電灯配線工事｣、 「14.8.3」印、 「承」 fll、人名

－

東京電灯㈱横浜支店営業課 横浜正金銀行 専川川紙B使川。 「写」印、朱書「別途工事｣、 「14.8.3」印、 「承」印、人名朱印
1個

）

竹中工務li州紙使用。 「写」印、人名朱印11|占I横浜市Ifi1 |1通りlf金銀行建築場竹中工務Fi出碓所横浜｣E金銀行 ○

横浜1li余銀行 専用川紙B使川。 「写」印、朱LI； 「ｲi材工事｣、 「14.8.4」印、 「承」印、人名朱印
1個

〔東京市康橋区東豊玉河岸田1 1滴吉商店

竹中工務店川紙使用。 「写」印、朱書「雑収入｣、 「14.8.4」印、 「承」叩、人名
朱印1個

横浜lf金銀1」横浜' ij蓬莱町三丁I I 中村才八IMIii

｜ ｢写」印、 「14.8.6」印、 「承」印、人名朱印2個東京巾深川|ﾒ西平昨町竹! | 1 l猫店東京製作所 横浜正金銀行
印、朱書「石材I事」 14．8．12｢'ﾜ」

~｢写」
横浜I Iﾐ金銀ｲ』 専用用紙B使用

印1個

上V用用紙B使用
f111個

印

印

１

１

２

４

１

１

Iﾉ侭」印、人名朱

｢承」印、人名朱

東京｢li京橋区東盟玉河岸 「Ⅱ1 1ifi,+r商lii ｒ

横浜正金銀行 印、朱書「鉄材I事｣、 「14.8.14」東京市本所I又柳陳町二1~ l l ㈲竹林工作所

三電舎用紙使用
名朱印1個

｢写」印、未舎「竜灯配線l事｣、 「14.8.15」印、 「承」印、人横浜正金銀行 r~、 r
、_ノ 、横浜市翁町三丁ll.東京竜灯㈱横浜支店工事代理

店三電舎
~

○
’
○
’
○

○
’
○

○

○

○
’
○
’
○
一
○
’
○

○
’
○

○

○

○

○

○Lノ

｢~）
魁ン

三電舎川紙使川。 「写」印、朱諜「媛房換気工事｣、 「14.8.15」印、 「承」印、人
名朱印1個

横浜市翁町三1 -日 東京電灯㈱横浜支店工禰代叩
店三芯舎

横浜正金銀1｣：

横浜正金銀行 ｢写」印
｢写」印

｢14.8.17」印、 「承」印、人名朱印l11占｜
朱壽「仮設l事｣、 「14.8.17」印、 「承」 ロ｣、 ”人

専用川紙B使川

専用川紙B使用
印111古I

岐阜I14不破郡赤坂町． （資)矢橋大理石商店
東京市京橋区東盟li#UI岸田11F11滴店 名朱樅浜正金銀行

専用用紙B使川。 「写」印、朱書「'竜灯配線工事｣、 「14.8.17」印、 「承」印、人
名朱印111占’

東京市芝区愛宕下町Iノリ東京工業社 横浜止金銀行

三電舎用紙使川。 「写」印、朱書「電灯配線1束｣、 「14.8.18」印、 「承」印、人
名朱印1il占’

横浜市翁町
店三電舎

｢日東京電灯㈱横浜支応工事代即 横浜IE金銀行

回
一
回

未詳「木材工刺

朱苫「電灯配線

未井「木材工事」

｢電灯配線

｢14.8.18」印、 「承」印、人名朱深川区閥､|え井IHI竹! | !工務店東京製作所 横浜lf金銀行 専用川紙B使廿l 《
印l佃

三電舎川紙使川
塙朱印1個

印、

印

印､

工事｣、 ’｢ 14.8.18」印、 「承」印、人横浜[li金銀ｲ］横浜'|j翁川三丁I I 東京'1世灯㈱横浜支店工事代理
店三電舎
束京市深川|><内平jl町竹1 | 1 1務店東京製作所 専用川紙B使川。 「写」

印1佃
｢14.8.20」印、 「承」印、人名未横浜II三金銀ｲ」 ○ ○

厩
専用川紙B使川。 「写」印、朱書「木材1事｣、 「14.8.21」印、 「承」印、人名朱
印1川

横浜正金銀行
戸、

Lノ ○l l本楠区本石町三伊藤常太郎

｢148.21」印、 「承」印1 1本橋Ⅸ本布HI三 ｲﾉﾄ藤常太郎 呼用川紙B使川。 「写」 |11、朱＃「鉄材及木材工'IF
人橘朱印l佃

r，
聖ノ ○横浜止金銀行

横浜正金銀行 專川用紙B使用。 「写」
印111占l

専用用紙B使川。 「'fj2」
印1個

米舎「鉄材l事｣、 「14.8.21」印、 「承」 |言|｣、人名朱 r，
Lノ

〆､

Lノ横浜'if禍當町三 'l!村春吉 印

印 朱書「鉄材工事｣、 「14.8.22」印、 「承」印、人名氷横浜止金銀行 C ○本橋区本石川三伊藤常太郎

専用用紙B使用
人名朱印1個

写」印、米筈「煉瓦及タイルl事｣、 「14.8.27」印、 「承」印 ○横浜正金銀↑」横浜IIj寿llIl壱I費岡幸と柵 Lノ

ﾘﾉ用用紙B使川。 「写」印、 「14.8.27」印、 「承」印、人fi朱印1個 ○’○横浜IIﾐ金銀行

横浜正金銀行 竹中工務店用紙使川。 「写」印、米耆「衛堆工事｣、 「14.8.27」印、 「承」 111、人
名朱'1｣1個

○ ○輿fT商会東京支"；

横浜正金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、米吾「仮設l事｣、 「14.9.1｣ |1j、 「承」 I1j、人名朱印
1個

〕 ○横浜市駿加1町三 ！↑j村材木ﾙi

竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱!￥「電灯配線l事｣、 「14.9.1」印、 「承」印
人墹朱印1llhl

○ ○東京市芝Ⅸ愛宕|､.町|川東京工業社 横浜IE金銀ｲ】
~

「承」印、人名朱印#I' li l業(肖代在社 専川川紙B使川。 「写」印、未IIド 「防水工蛎｣、 「14.9.5」印
1個

r~､
、ーノ C東京市麹町区八重洲一丁| ｜

員宮|<1K一

横浜lf金銀ij

王
竹中 L務店用紙使川。 「‘ケ」印、 ~14.9.19」印、 「承」印、人名朱印111M横浜止金銀行

横浜IE金銀打 専川川紙B使用。 「写」
専用川紙B使用。 「‘写」
印1個

専用用紙B使用。 「写」
印1個

専用川紙B使用。 「写」
印11占I

朱書「木材I事」
朱書「鉄材工事」

朱書「鉄材工事」

朱!'ド 「鉄材F杯」

｢14.9.16」印、 「承」 111印

印

印

印

竹!|1 1務店束京製作所東京'li深川Ⅸ西平j1:mJ
｢14.9.16」印、 「承」印、人名朱横浜正金銀行 （）横浜市川戸部町溝l l l宗IIi

｢14.9.16」印、 「承」印、人名外 ○ (~、横浜IE金銀｛］横浜1li両戸部川 溝l ll鉄工所満| {l宗吉

満田鉄下場溝lll宗門 ○
’
○

○
’
○
’
○

’
○
’
○
’
○
’
○
’
○

、ジ

○

○

○

｢14.9.16」印、 「承」印、人名米横浜II7西戸部町 横浜If金銀↑｣：

専用用紙B使用。 「写」印、米耆「‘竜灯配線 1ﾕ事｣、 「14.9.16」印、 「承」印、人
橘朱印1個

横浜正金銀行横浜｢h翁llII三三電舎主乾馬太郎

火京市本郷区駒込動坂町 ‘女達事務所安達俊介 横浜lE金銀ｲI

東京市本郷区駒込勤奴町安達蒋務所安達俊介 横浜正金銀行

東京市点橋区本八丁堀阿丁目 （資)IY!川商店 横浜正金銀行
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工事No l 承認番号 表魑 見積金額 作成年代['If内容等

承I淵第二七三号 見積書 鉄扉及スチールドアー 大正14年7119｢1619円50銭2－095

ﾉ侭認第一七阿号 兇積苫 出納室間仕切り川鉄製スクリーン 大If14年7月14H2,250円2 096

承I認第二七五号
なし

喉I淵第 二七六号

ﾉ侭認第二七七号

当
日
圭
日
聿
同
堂
口
證
口

積
積
積
積
積

兇
兇
見
兇
見

塁出ｼ人工常州一人丁間代 (日給311180")

(日給3円5()銭）
(I1紬311150")

（日給4円）
（日給3円）

(1 1"41 111O銭）

大LIi14年7月15日

大IH4年7月151 ｜

大正14年7月15日

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

~

~

~~

~
~
~

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

大工定附一人丁間代

鉄I:定傭一人手間代

と官定II#一人手間代 大[ li14年7月15H

大正14年7川15Ⅱ

大正14年7月15日

なし

承認第二七八号
なし

承認第二セノL号

なし

承認第二八○号

承認第二八一号

左官手伝一人丁間代

石［ （取段チ）定傭一人手間代見積舎

兇積吉

兇積曾

見積苫

見積雷

見積言

見積書

見積苫

斫工一人定傭手間代
鳶定11W一人子間代

人夫常州一人]TW1代
土工定附一人丁而氏
鉄筋工定傭一人手間代
錺工定賄一人丁間代

(日給2円70銭）
(日給2I'150")

大[ '314年7月15日

匿
大Ifl4年7月15日

大I14年7月15H(日給1円90銭）

(日給2円50銭） 大正14年7H15H

大1214年7月15日(日給31'120")

（日給4円）

(日給3円80銭）
(H給3III20銭）

(11給311130")

承認第二八二号 大[|そ14年7H15H

大If14年71115H

人正14年7jll5｢l

大正14年7月10日

８
９
０
１

０
０
１
１

１

１

１

１

~
~
~
~

２
２
２
２

承認第二八三号

承蝿第二八|川号

煉瓦工定傭一人丁･間代
見積書

見積書

"l:定傭一人手間代

豆弓 ’承偲流二八五号 硝子［壱人二付工氏

ﾉ侭偲第一八六号 兇積好 地下室片|＃l大"|{壱個塗上代 150円 大[li14年7月11日2 112

ﾉ侭認.第二八七号
十津1
谷し

兇積耆

兄積,ｻド

タイル｣ﾕ定傭一人手間代

タイルエ手元定傭一人子間代
(日給31 '180") 大｣[14年7月15日
(日給21｣130") 大Ifl4年7月15Ⅱ

３

４

１

１

１

１

２

２

承I認第二八八号 兇禎吉 建具用純砲金製反応付錠（米IIJエール会社製五il占I) 大正14年7川13日2－115 76111

承認第一八九号 見横書 常業室大井襄歩ミ板受鉄物用鉄材及加工費共 392III25" 大正14年7月27[］2－116

地下事在来外11||窓シヤツターケースﾉ拭認第ニノし○号 兇積!￥ 大Ifl4年7月28日340円2 117

見積書 エリヤ用鉄扉製作取付御入荷承認第二九一号 人正14年7jl3()、575円８

９

１

１

１

１

~
~

２

２ ﾉ侭認第二九二号 兇積耆 地! ' 1電線埋設工事費 1,0551'155"5jm 大llil4年6月22日

予備昼招線路費|ﾉﾘ千八百拾|ﾉﾘ円Iﾉﾘ給銭七厘参毛ノ内正金銀
ir負ｲH額

承認第一.九三号 兇積!IF AJE14年61112111,839円2－120

各職ノ常傭賃金ｲ110i下2－121 1なし 砿『測願 (10～50"11面卜.) |大|f14年7月l5H

盲窓貼附石白1-場石代金承認第二ﾉL|叫号 兇積1年 1581 1177銭 大正14年81111 I2－122

(鉄筋j肖壱山、古鉄物壱111買受）承認第二ﾉL11g 兄積11ド 132円 大正14年71 1311 I2－123

2－124 喉認第二ﾉL六号 ｜兄積1fド 建具釣込 I常州一人手|ﾊ1代 41'120銭|人正14年71 13OI I

承認節一九七号 見偵舎 人昇降I I階段北木花崗石在来石幣据付工事代金 大正14年8月11日223I'I2－125

承認節一九八号 兇積耆 地階金庫風道1 1閉鎖鉄板取付方御入費並ニヱレヴェータ一
室梯子足掛鉄製作御入費

3171'140" 大I[14年8月12日2－126

見積jド 電気室内予備線［市費承認第二九九号 725I'I22銭 klE14年811111 12－127

図二面『承認輔三OO号 |見槙書
2 129承認第三○一号 ｜見積1'1

承認鋪三○○号 兒植害2－128 換気装置電熱器迄ノ配線工事 7,5011 ]178" 大｣[14年8月111 1

大理ｲi工御定傭F間壱人単価 (H給4円50銭）

18911181銭

人正14年81115I1

大正14年811151 1見積＃ 外部榊ヱリヤ花崗行洗方材料手間共一式承認第三○二号2－130

(電灯配線工事、C.CPerfeelite)砿認第三○二号 兇積llド 大lf14年811131 11,260円2 131

承認第三○IJq号 兄枝,if 電話川電灯用スヰッチ並暖房及浄化装置用モーター予定ス
ヰ､ソチ

270円 大正14年811161 I2－132

造作及述具[事職認第三○l1号． 兇積, '； 853円72銭 Ag lE14年71 1281 12－133

電気室変更ノ為メケーブル線追加､it布設追加分喰I淵輔三○六号。 兇禎舎 6,21211186銭 大止14年8月161 12－134

承認第三○七号 兇柚! '# (地下室木材I: ,If) 大l[14年8月131 1841'l15銭2 135

兇械!＃ (砲金製郵便差人1 1)承認第三○八号 30円 火正14年81118II2－136

承認第三○九号 見砿害 當業室スチールドーア川井弐階廊下営業室1HII窓用砲金製戸､'i
ﾘ、地下室在来木製腰唐戸叶Iglll蝶番及水製戸川箱錠

1141'180" 大止14年8月181 1
旬 1句与

乙－1，イ

陸屋根樋落[｣釧鋼覆及営業室卜総会室犬井災境穴用銅鋼製
作費

承認第三一○号 見積,II 大正14年811191 1681 112－138

承認第三一一号 兇積吉 (出納室|Ⅲ仕切り川鉄製スクリーン） 大lfl4年811171 14,035I'I2 139

煉凡追川|納入代金（焼過三等I7I)

地|､室/f来シャッター手|山シ幟l:疋傭下問壱人丁･間

地階小使室スロツプシンクI事御入費

承認第三一二号 兇積,I# 大正14年81 1261 132ITI2－140

2-141 承認第三一三号 ｜兇積!1} 人正14年811251 1(II給4円）

2151'170"

311'120"

見積1lf砿認第三一|川弓 大正14年811211 1

大圧14年8月261 1

2－142

承認第三一五号 見械吉 各所修繕工蛎川燗I立

(パイプペンダントおよび直{､’

二階道話室用蓄電池室床、地三階竜話室川蓄電池室床、地下

2 143

見積書承認鋪三一六号 1681'190" 大ll314年8月261 12－144

承I認第二一七号 書

壱

辮

鯉

室予備灯川電池室床、
陸屋根避雷針銅線包ミファン吹上リ防水工事

l0211115" 大l[14年8月291 1並二2－145

(消火栓配管給水装置過剰金返納）なし

承認第三一八号

り
銭

１
５

３

８

２
１

１
１

ｉ
３６０１

大l1214年9月161」

大正14年91131 1

６

７

４

４

１

１
~

２

２ 電話室壱ケ所［事費見積I';

~見積書承認第三一九号 地下室廊卜ケーブル線漬鉄製枠及蓋

汚物排水鉄檎;拙畭口修理材料及ビ手|ﾊ1｣皇費

26円 大正14年91161 12－148

承,忍第三二○号
ｒ

－

１

毛
Ｔ
Ｆ

出
口
（

子
木
Ｉ

Ｉ

Ｌ

ｒ

フ 231'160銭 大正14年9月111 12－149

承認第三二一号 見積! '; 屋上換気用フアン外部金綱張り取り付ケ共一式 klfl4年9月121 132円2 150

見積害 符階竜灯用電球（東京電気株式会社製品）承認第二一二号 2591 '125" 大l1214年9月151 I2－151

承認第三一三号 見禎吾 アイボリー色ブラツケツト 大|K14年8月25日456 四2－152

兇横詳 カンター用チユーブカバー kllil4年911121 1承認第三二Iﾉﾘ号 6()円2－153

小野IH白色セメント 弍樽承認第三二五号 兇積!IF 大正14年9jl81 I44円2 154
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宛先 備考 送

一

○

○

’

○

○
’
○
一
○
｜

承
一
○

○
’
○

○
｜
ｇ
○
’

○

r、
ニノ

U

○

竹中工務店川紙使用。 「写｣ 印
名朱印1個

横浜市長島町三1.目岩瀬信 横浜止金銀行 朱言「防水工事｣、 「14.9‘19」印、 「承」 f11,人

東京市11本橋区通四TI I Ifl木金庫店 ILl末良吉 横浜正金銀行 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書「鉄材工栴｣、 「14.9.19」印、 「承」印、人
名朱印1個

竹中工務店用紙使用。 「写」印、
名朱印1燗

印、京橋区南仏馬町一丁目㈱尚島尾呉服店装飾部 横浜l服金銀行 米耆「堆師工事｣、 「14.9.19」印、 「承」印、人

横浜市西戸部町小島太三N 横浜正金銀行

横浜市寿町・ 廣岡幸之輔 横浜正金銀行

横浜正金銀行 専川用紙B使用。朱書「鉄材1吋｢｣、 「14.9.25」印、 「承 印、人名朱印1{|占｜

印、 「承」印、人名朱専用用紙B使用。 「写」印、朱書「鉄材工事｣、 「14.9.30
印11lhl

横浜IF金銀ｲ 」 ~）
一

~

~

専用用紙B使用。 「写」印、朱書
名朱印11|制

東京市本郷区駒込勁坂町安達事務所安達俊介 横浜'眼金銀行 ｢電灯配線工市｣、 「14.9.30」印、 「承」印、人 ○

印、朱書
「'トク1

1勺-」東京市本郷区駒込動坂町安達事務所安達俊介 横浜If金銀行 専用用紙B使用。 「2
名朱印1個

＃用用紙B使用。 「z
1111個

写

｢電灯配線工瓶｣、 「14.9.301 印、 「承」印、人

｢承」印、人名朱

○ r､
聖ノ

東京巾京橋区|報云馬町一丁ロ㈱高嶋屋呉服店装
飾部

横浜IE金銀行 」印、朱書「塗帥工事｣、 「14.9.30」印 ○ ○

横浜市南仲通り正金銀行現賜竹中エム"i出推"i 横浜I[金銀行 櫻井小太郎建築事務所用紙使川。 「写」 |11,朱書「防火設備工事｣、 「承認」印
櫻j|事務所印（14.9.19付)、人名朱印1個

○

専用用紙B使用。 「写」印、 「14.10.10」印、 「承｜印、人名朱印1個東京市本所区柳原町二 （勘竹林工作所 横浜' '2金銀行 ○○

東京IIIH本橋区亀脇町一村瀬栄太郎 横浜IE金銀行 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「左官l事｣、 「14.10.10」印、 「承」印、人名
朱印111hl

○ ○

東京市下谷区仲御徒士町一ペンキ塗請負石黒
齋輔

横浜lf金銀1J 専用用紙B使用。 「写」印、朱書「塗師I事｣、 「14.1().1()」印、 「承」印、人名
朱lflllilhl

rー
ｰ

横浜If金銀行横浜市翁HI三三電舎 專川川紙B使川。 「写」印、朱書「附随工事｣、 「14.10.10」印、 「承」印、人名
朱印lilhl

r
ー

横浜ll2金銀行 專州用紙B使用。 「写」印､朱耆「硝子r刺､｢14.10.22」印､｢承」印､欄外「344」
NO2-170～2-175は虫ピンで一括

横浜市住吉町IJq丁I I 大久保正一

~
横浜lli金銀行 專川用紙B使川。 「写」印、朱書「混凝l及土工Lk｣、 「14.10.22」印、 「承」印

欄外「343｣。 NQ2-170～2-175は虫ピンで一括

高島屋装飾部用紙使川。 「写」印、朱書「塗帥 l事｣、 「14.10.26」印、 「承」印、
欄外「3421

京橋区南伝馬町一]~ I ｜

京橋区南仏馬町-TII

京橋区1州云馬町－1 ． | l

東京丸ノ内ビルジング

横浜!1f住吉町四」~ l l 人

東京市麹HIl.Ⅸ八重洲町一

東京市京橋Ⅸ束豊玉河岸

東京市点橋区丘郎兵衛町
東泉市下谷Ⅸ仲御從町一

南伝馬町-]~II

南仏馬町-TII

I*i{云馬町-1 . l l

東京丸ノ内ビルジング

人

市麹HIl.Ⅸ八重洲Ⅲ｣.一

㈱高島屋呉illi店装飾部 横浜正金銀行
〆､

Lノ

尚島扁装飾部川紙使川。 「写」印、朱!'； 「途師工事｣、 「14.10.26」印、 「承」 I?|」
柵l外「341」

㈱尚島原典服店装飾部 横浜正金銀行 ○

㈱高鳥屋呉服店装飾部 横浜正金銀打 高島屋装飾部用紙使川。 「'ケ」印、朱書「塗師［ｱ打｣、 「14.10.26」印、 「承」印
欄外「340」

○

櫻井小太郎述築頭務所 横浜正金銀行建築所 櫻州l,太郎建築事務所用紙使川。人名朱印l{l占1｡N0.2-170～2-174の「表紙
にNI当

専用用紙B使用。 「写」印、朱書「硝 r- I事｣、 「14.10.2｢14.10.2久保正一 横浜正金銀打 8」印、 「承」印 ○

’
○
’
○
’
○

○
’
○
’
○

○
’
○
’
○
’
○
’
’
’
’
’
’
○

丁H 東洋凡斯拭験所 横浜正金銀行 束洋瓦斯試験所用紙使用
あり

｢写」朱|1j、人名朱印3il ,hl。 「No」欄に「132(再)」 と

H1I I消卉商店

高砂媛房I冒弔(株

石蝿齋輔

横浜正金銀行

横浜lf金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行
横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜市11 1下町古屋工務j門古屋信夫

專川川紙B使川 印、朱書「鉄材工事｣、 「14.10.29」印、 「承」 |11
Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ
Ｊ

写

写

写

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｒ
Ｉ
ｌ

東京市I 1本橋Ⅸ通IJu丁l l luflﾉk艮吉 專川川紙B使川

專川用紙B使川

璋
樗
印

｢鉄材工事｣、 「14.10.29｣ lrl1， 「承」印

｢木材工礪｣、 「14.10.30｣ fll、 「承」 11l
堅
印
国

横浜市高島Ⅲ1-ﾉL =l l l藤吉

'li村材木店横浜市驍河町三市村材木応 竹中工梼府用紙使川 米吾「木材工事｣、 「14.10.30」印、 I承」印
横浜市吉川川.一丁目渡辺栄次郎 横浜止金銀行

横浜1I言金銀行
専用川紙B使川。 「‘学」印、朱書
竹I'1工務店用紙使川。 「'列印、

｢木材工刺、 「14.10.30」 rll、 「承」印
東京巾日本橋区本町三1-目 （資)竹' | 1 1務店東京支店 朱耆「雑費｣、 「14.10.29」印、 「承」印
東京丸ノ内ビルジング櫻井小太郎建築事務所 ｜横浜正金銀行建築所 1個

櫻井小太郎建築事務所川紙使用。人名朱印1個東京丸ノ内ビルジング櫻井小太郎建築事務所 横浜正金銀行建築所

東京丸ノ内ビルジング櫻井小太郎建築事務所 櫻井小太郎建築事務所用紙使川。人名朱印1個横浜正金銀行建築所

東京市京橋IX南金六町須fl!商会東京支店 横浜正金銀行 #IIf!商会川紙使用|・人名朱印2個
｢写」印、朱書東京市深川区山平井町竹中I:務店東京製作所

横浜市西戸部町満III宗古

横浜IE金銀行 専用用紙B使用

｢写」印、朱書
｢木材1束｣、 「1411.25｣ lll、 「承」印

横浜正金銀行 ｢雑収入｣、 「14.11.25」印、 「承」印
横浜lli金銀行

横浜正金銀行

｢写」印、朱!牛 「塗師工事 ｢14.11.25」印、 「承」印

竹中工務店用紙使川。 「写」印、朱書「附随I事｣、 「14.11.29」印、 「承」印横浜市木牧町台

横浜市元浜町四］

人工青111藤吉

I I 上木諭負業川村彦右衛門 正金銀行竹中工務店 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書「仮設工事｣、 「14.11.19」印、 「承」印
戸､

Lノ

横浜市南仲通り止金銀行建築場
所

竹'l』工務店出張 横浜止金銀行 ｢写」印、朱罫「雑収入｣、 「14.11.25」印、 「承」印

櫻井小太郎建築事務所用紙使川。人名朱印1個櫻井小太郎建築事務所

東京瓦ノ内ビルジング櫻井小太郎建築事務所
櫻ﾉ|:小太郎建築事務所

須賀商会東京支店

櫻井小太郎建築事務所

東京丸ノ|ﾉ1ビルジンクﾞ 櫻井小太郎建築禰務所

横浜正金銀行建築所

横浜正金銀行建築所 櫻井小太郎建築布梼所用紙使川 人名朱印1i1占｜

人名朱印1個横浜正金銀行建築所 櫻井小太郎建築事務所川紙使川

下
横浜正金銀行

横浜正金銀行建築所
竹中 正務店用紙使川。 「写」印、朱耆「衛生l事｣、 「14.11 30」印、 「承」印
櫻井小太郎建築事務所用紙使川。人名朱印liIM

横浜IIi金銀行建築所

横浜lli金銀行述築所
櫻井小太郎建築事務所用紙使川。人名朱印111hl

櫻ﾉ|:小太郎建築事務所用紙使用。人名朱I1111HI
竹! | 1K務店川紙使川。人名朱印1個横浜市南! ' '通り IE金銀行建築場 （名)竹! | 1｣二務店出

推所
横浜lf金銀ｲJ：

横浜'li本牧町台青l1｣藤占

横浜市本牧町台青山藤吉

横浜'li本牧町台青l1｣藤古 横浜正金銀ｲ」 竹1 | ! L務店川紙使川。朱書「仮設工事｣、 「14.12.9」印、人名朱印1個。M12-
2()6～2-215は虫ピンで一括されていた痕跡あり

竹!|1工務店用紙使用。朱苫「仮設工事｣、 「14.12.9」印、人名朱印1個横浜正金銀行

横浜市港町三池

横浜IIf新l ll下町一

池 竹中工務店用紙使用。朱書「仮設工事」事｣内常吉

一木村亀太郎

横浜正金銀行

横浜正金銀行

横浜正金銀行

、 「14.12.8」印、人名朱印l佃
謂｣、 「14.12.8」印、人名朱印1個竹中工務店用紙使用。朱書「仮設T:雫」

｢14.12.8」印 人名朱印1個竹中工務店用紙使用。朱書 ｢附随エナf｣、 「

｢塗師 l事｣、 「｢

横浜巾港町二池|ﾉ1常卉

竹II! I務応用紙使川。朱書東京市下谷区御徒町一」.目価黒齊輔 横浜lf金銀行

横浜正金銀行
14.12.8」 印、人名朱印1個

東京IIjI I本橋lﾒ本石川三丁、伊藤常太郎 竹中工務店用紙使川。朱書「鉄材工事 14.12.8」印、人名朱印1個
竹中工務l,ii用紙使用。朱書「木材工事鉄材工事｣、 「14.12.8」印、人名朱印1個東京市日本橋区本石町三丁目 内洋建築金物製造

輸入販売伊藤常太郎
横浜正金銀行

東京市京橋Ⅸ東豐玉加I岸石材|剛屋採掘販売t木
雄築茄負業H1口清,'i

横浜正金銀行 竹中工務II噺1紙使用。朱書「石材工市｣、 「14.12.8」印、人名朱印1燗

東京丸ノ内ビルジング櫻井小太郎建築事務所 横浜'［金銀行建築所 櫻jl賢小太郎建築事務所用紙使用。人名朱印2個。No2-206～2-214の「表紙」
に相当

人名朱印2個

人名朱印11MI
東京丸ノ|人}ビルジンクﾞ 櫻井小太郎建築事務所 ｜横浜正金銀行建築所
〔櫻井小太郎建築事務所〕 ｜ 〔横浜正金銀行〕

東京丸ノ内ビルジング櫻井小太郎建築事務所 横浜正金銀行建築場 人名朱印2個

爾浜市本牧町台青1II藤古 竹中工務店用紙使用。 「写」印、朱書「鉄材 [事｣、 「14.12.14」印、 「承
人名朱印1個

横浜正金銀行 剛

膠7F小太郎建築事務所
東京丸ノ内ビルジング

横浜正金銀行建築"『 櫻井小太郎建築事務所用紙使附。人名朱印2佃
人名朱印2個櫻井小太郎建築事務所 ｜横浜正金銀ｲr建築所

－58－



工事NO 兇積金額 作成年代表題 工事内容等承認番号

承認第三二六号 大正14年91116日外囲上 （外部エリヤ内）下水溜枡用防水剤クヰツクウオー
タイト代

84円75銭見積書2－155

大正14年9月l4H本金庫マンホール修繕代 1251 '1承認第二一七号 見積害2－156

承認第三一八号 (客室・総会室等壁紙張り） 574円30銭 大正14年9月2日見積書2－157

2 158 1承認第三二九号
2 159 1承認第三三○号

承認第三二九号2 158 大正14年9II19I]見積書 尾外道賂排水工事 1,310II1

周囲竪樋水吐用普通上管 421TI 1大正14年9)1211 1
ﾗ()銭|人正14年9月19，

銭

見積書

兄積舂 本館各階廊下立上リ ｢ケーブル」線鉄蓋材料手間共一式2-16(） ｜承認鋪
に。

ｱﾌ．

川

０

９

５

９

円１７２

if面玄関及ビljj側面玄関鉄扉内部門製作及現場取付共 大正14年9月271 1承認第二二一号 見積!'f2－161

大止14年9月20日承認第三三三､号 兇積耆 シーリングフアンモーターカバー弍六ケ 117円2－162

営業室用~予備グローブ 大正14年9月25H承認第二二四号 兇積11$ 110l'l2－163

(支配人室・食堂等壁紙張り）承認第三三+i号 見積吉 大止14年9月1,049円90銭2－164

(消火栓配管給水装置過剰金返納）報告害 大正14年911161 1なし (1231]l)2－165

鉄工定傭壱人手間代2－166 1承認第三三六号 ｜見積書 (ll給3円50銭) 大正14年9}1291 1
エリヤ壁人造石塗|同1床モルタル塗及出納室カウンター下人
造研出塗並二昇降機室階段及床人造研出塗御~[事

途帥工事追加見積代（ペンキ塗工事）

承認第三三七号 兇積許 8921'170" 大正14年10月8｢12 167

承認第三三八号 兇積詳 1.4371『199銭 大正14年91129112－168

承認第二三九号 兇積番 予備竜灯川及カウンター電灯用篭球（但シ東京電気会社製
品）

53円45銭 大正14年10月7日2－169

喰認第三四○号 見積害 追加工事（舶来モロッコ硝子板、網入簾硝 ja板、正一分透
明硝子）

砂利及川砂代

39円30銭 大IF14年10月20H2－170

承認第三四一号 兄積耆2 171 597円 AsIF14年10H20H

承認第三四二号 見積【Iド (応接室等畦紙張り）2－172 5771!120銭 人正14年101120日

承認第三|Ⅱ1三号 見積書 (壁紙張り）2－173 大I[14年10月20日137円50銭

承認第三四阿号 兇積舎 (食'竜壁紙張り）2－174 3131 11 人正14年101120H

なし 送附案内 承認見積書三Iﾉﾘ○号一三四lノリ 五通2－175 人正14年1()月28日

2－176 1承認第三四丘号 兇積‘￥ 硝子破損取替I:W 74円85銭大IE14年10月201 1
見積書 製作費及金庫室外取付工事費、金庫室内取{､｣･ Iな［ (風道一切

事費）

2－177 1,552I'I50" 人正14年5月25H

承認第三|ﾉﾘ七号 兇積書

見積書

見積書

見積謀

ijﾄ類庫棚川沓行製作手間代８

９

０

１

２

３

４

５

７
７
８
８
８
８
８
８

１

１

１

１

１

１

１

１

~~

~
~
~

２

２

２

２

２

２

２

２

｜

大止14年10月15｢I

大正14年10月22｢I

81円60銭
承認第三四八号 暖房工事用シールト及鋳鉄台金色ペンキ代 銭

銭

０

０

３
２

円
円

７

９

４

７

４

２承認第《四九号

承認第三五○号
各階修繕、塗替其ノ他臨時塗師I事材料代 大ifl4年10月22,

大止14年1()月28、ブラインド修繕代 銭
円
円
円

０
０
０
０

４
０
２
２

円
９
２
４

３７

五

五

~
~
~
~
~
~

第

第

刃

心

刃

心

三

口

三

日

承

承

見積苫号
一
号

本金庫入I 1扉壱個修繕塗替代
本金庫表人口扉壱佃修繕塗替代

大止14年10月26｢1

大正14年10n26n

大正14年10月151 1
大正14年10月15日

大正14年10月15Ⅱ

大正14年101128日

大IH4年11月3[1

人正14年11月4日

見積書

見積書 壽類庫内部棚承認第三五三号

i 承認第三而岡号

） 承認第三fifi号

， 承認第三五六号
リ なし

） なし

） なし

． なし

l 承認第三六○号

） 承認第三六一号

I 承認第三五ﾉL号

i 承認第三五八号

６７８９０１２３４５

室分壱百弐拾口也
見積書

兄積耆

御伺書

送附案内

送附案内

承認通知

木材 2,17511124銭
371'｣10"

(各人150円）

I¥類庫内部柵川金物代

(守衛・夜警･ I､小屋番人解雁乎当給与）

８

８

１

１
~~

２
２

承認兇積書三四五号一三五六号拾壱通８

８

１

１
~~

２

２ 承認見積書三Pu六

(三四○・三町一号）
Pq六 号壱通

９
９
９
９
９
９

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~

２
２
２
２
２
２

大lf14年10月23[1

人IE14年11月25日

大正14年111116H

見積7ド

見積書
便所内洗1m器給水［事御入費 塊

偽
り
児
島

ｆ
ｆ
‐
ｆ
ｆ

６
６
９
０
０

９
７
７
９
９

リ
リ
ー
リ
リ

ー

ト

Ｆ

Ｆ

１

５

９

３

５

９

９

８

１

４

９

営業室人1 1枠建具工事費
残材見積書

見積書
大正14年11月17日

大正14年llll20LI本館内各階（

運搬卓修繕費
三）廊下及ビ階段共腰壁ペンキ塗工費

兇積吾

見積書
大正14年lljll31 1

承認第三五七号 (杉丸太・角物・生子板・足代用板を正金銀行倶楽部構内へ
運搬）

2－196 334円 大正14年1111151 1

承認第三六一号 見積＃2 197 残材 大正14年11月1811485円

号六通

ﾏ 元号）

送附案内

承認通知

竺
乱

承認見積書 三五七号一二
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表

１

「

恥

皿

」

畿

~
~

憩

鰯

謝

愈

繍

口

懲

一

誰

収

め

ら

れ

て

お

り

、

織

輝

難

簿

綴

錐

灘

蚤

緤

ｊ

ｖ

－

鴬

謬

ゞ

；

幟

鍬

祁

ｉ

＃

離

藤

．

~

店

一

九

二

五

年

一

二

月

一

五

肉

糠

Ｉ

務

霊
麹
感
挫
凝
糺
杉
へ
｛
空
澱
；
壷
塞
宝
《
ゞ
虹
日
付
の
送
付
案
内
〈
恥
２

》

~

《

翁

齢

裂

陰

~

．

・

~

↓

量

。

《

｛

竹

１

秒

も

合

綴

さ

れ

て

い

“

罷

減

》

一
《
豊
禽
＃
燭

一

詫

与

，

三

一

《

~
~
か

抄

畔

陸

曇

癖

嘆

晶

上

の

見

積

書

の

作

成

年

代

か
ら
、
正
金
本
店
本
館
の
震
災
復
旧
工
事
は
震
災
の
約
一
年
後
の
一
九
二
四
年
八

（

５

）

月
に
着
工
し
、
翌
二
五
年
一
二
月
に
竣
工
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
見
積
書
の
具
体
的
内
容
を
見
て
い
こ
う
．
各
見
積
書
に
は
工
事
内
容
、

見
積
金
額
、
見
積
書
の
作
成
年
代
、
見
積
書
を
作
成
し
た
施
工
業
者
名
と
発
注
者

で
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
な
い
し
施
工
者
で
あ
る
竹
中
工
務
店
が
宛
先
と
し
て
記
載

さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
工
事
を
承
認
す
る
過
程
で
印
（
ス
タ
ン
プ
）
や
書
き
込
み

が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
表
２
で
は
こ
れ
ら
見
積
書
に
記
載
さ

れ
た
情
報
を
可
能
な
限
り
す
べ
て
目
録
化
し
て
お
り
、
特
に
「
承
認
番
号
」
「
表
題
」

「
工
事
内
容
」
「
宛
先
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
見
積
書
の
原
文
の

ま
ま
記
載
し
、
記
載
が
な
い
箇
所
や
追
記
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
適
宜

括
弧
を
付
し
て
補
っ
て
い

る
。
ま
た
、
「
見
積
金
額
」

「
作
成
年
代
」
に
関
し
て

は
漢
数
字
を
ア
ラ
ビ
ア
数

字
に
改
め
、
「
作
成
」
の

住
所
の
記
載
は
番
地
の
記

載
を
省
略
し
、
先
に
も
触

れ
た
工
事
承
認
過
程
で
加

え
ら
れ
た
印
（
ス
タ
ン
プ
）

や
書
き
込
み
の
情
報
は
、

「
備
考
」
に
表
記
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に

し
て
二
冊
の
簿
冊
に
収
め

ら
れ
た
す
べ
て
の
資
料
を
目
録
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
見
積
書
群
全
般
に
わ
た

る
い
く
つ
か
の
論
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
一
点
目
は
、
本
見
積
書
群
の
大
部
分
は
同
一
の
筆
跡
に
よ
る
「
写
し
」
で

（

６

）

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
写
し
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
見
積
書
に
は
「
写
」
印

も
捺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
無
は
表
２
の
「
備
考
」
欄
に
示
し
て
あ
る
が
、
「
写
」

印
が
捺
さ
れ
た
見
積
書
は
全
三
七
一
件
中
三
五
三
件
に
の
ぼ
る
。
た
だ
し
、
「
写
」

印
の
あ
る
見
積
書
に
は
作
成
者
（
提
出
者
）
の
社
印
が
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
り
、

こ
う
し
た
見
積
書
は
「
正
本
」
で
は
な
く
「
副
本
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

次
に
、
二
点
目
と
し
て
、
本
見
積
書
群
の
大
部
分
が
「
写
し
」
で
あ
る
こ
と
を

一一一一

~ 働息

難
畿
鯵
へ
蕊
舞

兇

積

書

〆

係

ご

諏

一
金
叢
謬
鈴
永
迩
漁
し
揃
蝿
鋒
必
序
珊
岬
参

〃

職
汐
複
護
正
金
穀
霧
＊
釣
篭
蕊
逸
事
蕪
篤
謙
鯵
鋒
ｆ
考
Ｉ
没
で
者
寄
鑓
埜
必

＊ 参
牟
脅
よ
恥
紗
埼
鈴
恥
穐
鞠
鋤
鐵
寸
維
さ
“
霧
‘
１
錆
謬
・
亀

謹
懲
奄
峯
鋪
沁
懲
縛
ｆ

し

& 叢

“

図3専用用紙Aを使用した見積書
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前
提
に
、
使
用
さ
れ
た
用
紙
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
一
九
二
四
年
二
月
ご
ろ

ま
で
は
竹
中
工
務
店
の
用
紙
が
使
わ
れ
〈
図
２
）
、
以
後
は
正
金
本
店
本
館
復
旧

工
事
の
専
用
用
紙
が
作
ら
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
専
用
用

紙
に
は
二
種
類
あ
り
、
表
２
の
「
備
考
」
欄
で
便
宜
上
「
專
用
用
紙
Ａ
」
と
表
記

し
た
専
用
用
紙
（
図
３
）
は
、
冒
頭
に
「
見
積
書
」
．
金
」
「
但
シ
横
浜
正
金
銀

行
本
館
修
築
工
事
使
用
」
と
印
字
さ
れ
、
枠
内
の
お
お
よ
そ
四
分
の
三
に
内
訳
等

を
記
載
す
る
罫
線
が
引
か
れ
た
体
裁
で
、
二
四
年
二
月
と
一
二
月
お
よ
び
二
五

年
四
月
作
成
の
見
積
書
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
表
２
の
「
備
考
」
欄

に
お
い
て
、
便
宜
上
「
專
用
用
紙
Ｂ
」
と
表
記
し
た
專
用
用
紙
（
図
４
）
は
、
「
専

用
用
紙
Ａ
」
と
同
様
、
「
見
積
書
」
．
金
」
「
但
シ
横
浜
正
金
銀
行
本
館
修
築
工

・塞

| | I
右
ノ

見

積

書

〆

一
金
参
睡
遙
罵
経
拳
驚
溌
科
鞍
爽
穐
輪
蜘
鐸
織
箪

横
鐵
驚
金
銀
行
御
中

~

~

寓

翼

イ

澱

牟

蕊

脚

渉

緊

御

麓

雪脅‘
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鐸

恥
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③
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へ
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~図4専用用紙Bを使用した見積書

事
使
用
」
の
文
言
に
加
え

て
、
「
右
ノ
通
り
見
積
申

候

也

」

「

大

正

年

月

日
」
「
横
浜
正
金
銀
行

御
中
」
の
各
文
言
も
印
刷

さ
れ
、
工
事
の
内
訳
を
記

載
す
る
罫
線
引
き
の
部
分

は
用
紙
の
左
半
分
に
縮
小

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
「
専
用
用
紙

Ｂ
」
は
二
四
年
一
二
月
か

ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
二

種
類
の
專
用
用
紙
を
使
用

し
た
見
積
書
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
と
お
り
同
一
の
筆
跡
に
よ
る
「
写
し
」
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
專
用
用
紙
は
見
積
書
作
成
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
見
積
書
を
書

き
写
す
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
以
外
の
見
積
書
作
成
者
の
社

用
妻
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
見
積
書
（
図
５
）
は
、
全
三
七
一
件
中
三
四
件
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
見
積
書
に
加
え
ら
れ
た
印
（
ス
タ
ン
プ
）
や
書
き
込
み
に
つ
い
て

で
あ
る
。
各
見
積
書
に
確
認
さ
れ
た
印
（
ス
タ
ン
プ
）
や
書
き
込
み
は
、
表
２
の
「
備

考
」
欄
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
は
同
じ
で
あ
る
。
専

用
用
紙
Ａ
を
使
用
し
た
図
３
を
事
例
と
し
て
見
て
い
く
と
、
見
積
書
に
は
「
承
認

第
号
」
「
写
」
「
日
付
」
「
承
」
の
各
印
と
「
石
材
工
事
」
の
朱
書
き
が
確
認
さ

れ
る
。
「
承
認
第
号
」
印
は
正
金
本
店
本
館
の
震
災
復
旧
工
事
と
し
て
施
工
を

承
認
し
た
工
事
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
を
示
す
も
の
で
、
「
写
」
印
は
先
に
指
摘

し
た
と
お
り
で
あ
り
、
「
日
付
」
印
と
「
承
」
印
は
施
工
を
承
認
し
た
年
月
日
を

あ
ら
わ
す

も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

「
承
認
第

号

」

印

（
図
３
で

は
「
承
認

第

八

一

号
」
）
は

承

認

第

』 り識禽

図5見積書作成者の社用茎を使用した見積書
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四
九
号
見
積
書
か
ら
そ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
以
降
こ
の
印
を
捺
し
て

番
号
を
手
書
き
で
書
き
込
む
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
日
付
」
印
（
図

３
で
は
「
咽
．
⑫
、
３
」
）
も
承
認
第
四
九
号
見
積
害
か
ら
使
用
が
始
め
ら
れ
た

印
で
、
「
承
認
第
号
」
印
、
「
日
付
」
印
と
も
承
認
第
四
八
号
見
積
書
以
前
は
手

書
き
で
記
載
し
て
い
た
情
報
で
あ
っ
た
。
工
事
に
着
工
し
見
積
書
の
事
務
処
理
が

増
え
る
中
で
、
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
以
外
に
も
見
積
書
中
に
は
、
複
数
の
人
名
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
見

受
け
ら
れ
た
。
残
念
な
が
ら
人
物
の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
特

定
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
朱
書
き
さ
れ
た
工
事
種
別
に
も
注
目
し
て
み

た
い
。
工
事
種
別
の
朱
書
き
記
載
も
大
部
分
の
見
積
書
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で
、

工
事
内
容
を
判
別
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
で
あ
る
。
図
３
で
は
「
石
材
工
事
」

で
あ
る
が
、
そ
の
種
別
は
「
仮
設
工
事
」
「
取
段
工
事
」
「
混
凝
土
工
事
」
「
塗
師

工
事
」
「
附
随
工
事
」
「
防
水
工
事
」
「
土
工
工
事
」
「
硝
子
工
事
」
「
鉄
材
工
事
」
「
衛

生
工
事
」
「
石
材
工
事
」
「
煉
瓦
及
タ
イ
ル
エ
事
」
「
左
官
工
事
」
「
電
灯
配
線
工
事
」

「
雑
費
」
「
媛
房
換
気
工
事
」
「
敷
物
及
ブ
ラ
イ
ン
ド
エ
事
」
「
木
材
工
事
」
「
雑
収
入
」

「
昇
降
機
工
事
」
「
別
途
工
事
」
の
二
一
種
を
数
え
、
「
混
凝
土
及
土
工
工
事
」
（
恥

１
１
唾
の
よ
う
に
工
事
内
容
に
よ
っ
て
は
二
種
の
工
事
種
別
を
併
記
す
る
場
合

も
あ
っ
た
。

四
点
目
は
、
本
見
積
書
群
と
「
震
災
復
旧
工
事
資
料
」
に
含
ま
れ
た
他
の
資
料

を
照
合
す
る
こ
と
で
、
工
事
の
承
認
過
程
が
示
唆
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
表
２
に
は

「
承
」
欄
と
「
送
」
欄
を
設
け
て
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
述
の
「
本
館
承
認
通
知
綴
」

お
よ
び
「
送
付
案
内
」
と
本
見
積
書
群
と
の
対
応
関
係
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
「
承

認
通
知
」
は
東
京
の
丸
ノ
内
ビ
ル
ジ
ン
グ
に
事
務
所
を
構
え
る
正
金
本
店
の
震
災

復
旧
工
事
設
計
者
で
あ
る
櫻
井
小
太
郎
（
櫻
井
小
太
郎
建
築
事
務
所
）
が
承
認
し

た
見
積
書
を
現
場
の
横
浜
正
金
銀
行
建
築
所
に
通
知
し
た
書
類
で
あ
り
、
「
送
付

案
内
」
は
同
じ
く
櫻
井
事
務
所
か
ら
正
金
銀
行
建
築
所
へ
承
認
し
た
見
積
書
を
送

付
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
書
類
で
あ
る
。
「
承
」
欄
お
よ
び
「
送
」
欄
に
丸
印
が

あ
る
場
合
に
は
、
「
承
認
通
知
」
と
「
送
付
案
内
」
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
承
認

番
号
が
確
認
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
承
」
欄
に
つ
い
て
は
「
承
１
号
」
雨

１
１
咽
か
ら
ほ
ぼ
す
べ
て
の
承
認
番
号
が
確
認
で
き
、
「
送
」
欄
に
つ
い
て
も
事

務
体
制
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
初
期
の
時
期
を
除
け
ば
や
は
り
ほ

と
ん
ど
の
承
認
番
号
が
確
認
で
き
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
決
定
見
積
書
」
に
綴

ら
れ
た
見
積
書
群
は
、
設
計
者
で
あ
る
櫻
井
小
太
郎
に
よ
る
施
工
の
承
認
を
得
た

正
式
な
見
積
書
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
と

の
関
係
か
ら
、
承
認
の
過
程
に
つ
い
て
も
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
想
定
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
承
認
番
号
二
面
○
号
雨
２
１
唖
を

事
例
と
す
れ
ば
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
○
月
二
○
日
付
で
作
成
さ
れ
た
「
硝

子
工
事
」
の
見
積
書
は
、
櫻
井
事
務
所
で
の
確
認
を
経
て
一
○
月
二
二
Ｈ
に
承
認

さ
れ
、
承
認
通
知
は
一
○
月
一
三
日
雨
２
１
哩
、
送
付
案
内
は
一
○
月
二
八
日
耐

２
１
唖
に
そ
れ
ぞ
れ
作
成
さ
れ
て
、
正
金
銀
行
建
築
所
へ
送
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
般
来
指
摘
し
て
い
る
本
見
積
書
群
の
大
半
が
同
一
の
筆
跡

に
な
る
「
写
し
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
「
写
し
」

は
承
認
の
過
程
で
櫻
井
事
務
所
が
作
成
し
、
正
金
銀
行
建
築
所
へ
送
付
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
五
点
目
と
し
て
、
見
積
書
に
記
載
さ
れ
た
工
事
内
容
に
つ
い
て
若
干
触

れ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
、
正
金
本
店
に
お
け
る
創
建
時
の
金
庫
扉
・
ス
チ
ー
ル
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サ
ヅ
シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ヅ
タ
ー
の
残
存
状
況
と
そ
の
詳
細
を
検
討
し
た
際
に
、

建
物
地
階
に
設
置
さ
れ
て
い
た
一
四
箇
所
の
金
庫
扉
の
う
ち
、
本
金
庫
の
出
入
口

に
設
置
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
・
チ
ャ
ブ
社
製
の
扉
は
、
「
大
正
の
改
修
工
事
」

に
お
い
て
二
一
箇
所
中
二
箇
所
が
同
社
製
の
新
品
に
交
換
さ
れ
雨
１
１
哩
、
同
じ

く
創
建
時
に
各
窓
に
設
置
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ホ
ー
プ
社
製
の

ス
チ
ー
ル
サ
ヅ
シ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ラ
ー
ク
・
バ
ネ
ッ
ト
社
製
の
ス
チ
ー
ル

シ
ャ
ヅ
タ
ー
は
、
地
階
で
再
利
用
さ
れ
た
一
部
を
除
き
、
サ
ヅ
シ
は
日
本
通
商
製

〈
恥
１
１
唖
、
シ
ャ
ヅ
タ
ー
は
大
野
正
営
業
所
製
而
１
ｌ
ｗ
２
ｌ
哩
図
４
）

（

７

）

に
交
換
さ
れ
た
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
工
事
に
つ
い
て

本
稿
で
は
詳
細
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
表
２
か
ら
ド
ー
ム
の
鉄

骨
取
り
壊
し
工
事
や
鉄
骨
階
段
製
作
等
の
「
鉄
材
工
事
」
で
は
竹
林
工
作
所
（
恥

１
，
０
２
‐
咽
ほ
か
）
、
玄
関
内
外
の
階
段
石
の
据
え
付
け
工
事
や
外
壁
と
塀
の

訂

Ｉ

▲

、

０

石
材
洗
浄
等
の
「
石
材
工
事
」
は
田
口
清
吉
商
店
雨
１
１
岬
１
１
叩
２
１
判

０

０

ほ
か
、
図
２
．
３
）
、
正
面
と
側
面
の
錬
鉄
製
扉
の
製
作
・
据
え
付
け
や
蝶
番
等

の
建
具
金
物
類
の
製
作
・
据
え
付
け
工
事
な
ど
の
「
鉄
材
工
事
」
「
木
材
工
事
」
（
恥

《

い

Ⅱ

）

、

１
，
７
２
，
噸
ほ
か
）
は
伊
藤
常
太
郎
商
店
、
営
業
室
の
内
装
や
カ
ウ
ン
タ
ー
、

１

正
面
玄
関
お
よ
び
各
階
の
廊
下
の
巾
木
や
窓
の
腰
板
へ
の
大
理
石
据
え
付
け
工
事

な
ど
の
「
石
材
工
事
」
は
矢
橋
大
理
石
商
店
雨
１
１
吋
１
１
平
２
１
吋
ほ
か
、

１

図
５
）
、
各
室
の
出
入
口
や
欄
間
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
田
島
式
ス
チ
ー
ル
サ
ヅ
シ

及
田
島
式
ス
チ
ー
ル
ド
ワ
ー
」
の
製
作
と
据
え
付
け
を
行
う
「
鉄
材
工
事
」
は
東

京
建
鉄
〈
恥
１
，
蝿
、
１
１
蝉
ほ
か
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け

る
有
力
企
業
が
製
品
の
納
入
や
製
作
と
据
え
付
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
本
見
積
書
群
は
「
大
正
の
改
修
工
事
」
に
お
い
て
実
際
に
施
工
な
い
し
執
行

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
決
定
見
積
書
」
だ
け
が
集
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
企
業
が
工
事
請
負
者
と
し
て
選
定
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
複
数
企
業
間

で
の
見
積
も
り
合
わ
せ
が
実
施
さ
れ
て
い
た
か
等
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
先
に
も
触
れ
た
地
階
に
設
置
さ
れ
た
一
四
箇
所
の
金
庫
扉
の
う
ち
、
竹

内
金
庫
店
と
山
田
金
庫
店
製
の
金
庫
扉
の
修
繕
は
、
両
社
が
有
力
な
金
庫
メ
ー

カ
ー
と
し
て
存
続
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
社
で
は
な
く
国
末
金
庫
店
が

請
け
負
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
（
恥
２
１
卿
２
１
印
２
１
唾
、
見
積
も
り

く

合
わ
せ
等
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
工
事

内
容
の
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
横
浜
正
金
銀

行
の
経
営
資
料
等
を
活
用
し
、
各
工
事
の
請
負
業
者
の
選
定
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
も
重
要
な
課
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
本
見
積
書
群
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
論
点
を
示
し
て
き
た
が
、
承
認
番

号
で
三
七
一
件
に
お
よ
ぶ
膨
大
な
見
積
書
群
の
全
容
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
工
事
内
容
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
工
事
箇
所
の
現
存
の
有
無
も
含
め
て
、

稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

小
稿
で
は
、
正
金
本
店
本
館
の
関
東
大
震
災
復
旧
工
事
に
関
わ
る
二
冊
の
「
決

定
見
積
書
」
を
目
録
化
し
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
見
積
書

群
が
復
旧
工
事
の
設
計
者
で
あ
る
櫻
井
小
太
郎
の
承
認
を
得
た
見
積
書
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
小
槁
で
指
摘
し
た
論
点
は
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
翻
刻
デ
ー

タ
で
は
確
認
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
、
今
後
本
資
料
を
利
用
し
た
研
究
を
進
め
て

い
く
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
一
定
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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主一
三
口（

１
）
以
下
、
本
稿
で
は
必
要
な
場
合
を
除
き
、
横
浜
正
金
銀
行
は
「
正
金
銀
行
」
な
い
し
「
ｆ

金

」

と

略

記

す

る

。

（
２
）
正
金
本
店
の
震
災
被
害
を
詳
述
し
た
「
震
災
誌
」
と
し
て
は
、
神
奈
川
県
警
察
部
編
纂
「
大

正
大
震
火
災
誌
」
（
神
奈
川
県
警
察
部
、
一
九
二
六
年
）
と
西
坂
勝
人
「
神
奈
川
県
下
の

大
震
火
災
と
警
察
」
（
大
震
火
災
と
警
察
刊
行
所
、
一
九
二
六
年
）
、
正
金
銀
行
の
内
部
資

料
で
は
「
震
災
時
雑
綴
込
」
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
「
特
別
展
重
要
文
化
財
旧

横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
創
建
皿
周
年
記
念
横
浜
正
金
銀
行
ｌ
世
界
三
大
為
替
銀
行

へ
の
道
ｌ
」
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
○
○
四
年
、
三
三
頁
収
録
）
な
ど
が
挙
げ

し
か
し
、
か
つ
て
の
拙
稿
で
の
検
討
も
含
め
て
、
個
別
の
工
事
内
容
に
踏
み
込
ん

だ
検
討
は
い
ま
だ
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
小
稿
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

正
金
銀
行
の
経
営
資
料
も
活
用
し
つ
つ
、
正
金
本
店
の
震
災
復
旧
工
事
研
究
の
さ

ら
な
る
進
捗
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

建
〆

（
５
）

（
４
）
寺
嵜
弘
康
「
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
旧
横
浜
正
金
銀
行
調
査
部
図
書
に
つ
い
て

ｌ
旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
ｌ
そ
の
１
」
（
『
神
奈
川
県
立
博
物
館

ｌ
旧
横
浜
正
金
銀
行
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
ｌ
そ
の
１
」
（
扇

（
３
）
神
奈
川
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部
博
物
館
開
設
準
備
室
編
集
協
力
『
重
要
文
化
財
旧
横
浜

正
金
銀
行
本
店
本
館
復
元
の
記
録
」
（
国
設
計
・
竹
中
工
務
店
・
乃
村
工
藝
社
、
一
九

研
究
報
告
人
文
科
学
」
第
三
三
号
、
二
○
○
七
年
三
月
、
四
五
頁
）
⑤

正
金
本
店
の
震
災
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
着
工
に
先
立
つ
取
締
役
会
で
「
本
店
修
繕
費

約
壱
百
万
円
並
二
附
属
家
屋
建
設
費
約
九
万
円
支
出
ノ
件
」
が
決
議
さ
れ
た
（
「
自
大
正

十
三
年
一
月
至
大
正
十
三
年
十
二
月
取
締
役
会
決
議
録
重
要
事
項
報
告
録
全
」
、
大

正
十
三
年
五
月
廿
九
日
常
会
）
・
ま
た
、
復
旧
工
事
の
竣
工
は
一
二
月
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
○
月
に
「
横
浜
本
店
修
繕
成
り
本
月
十
九
日
ヨ
リ
移
転
シ
タ
ル
件
」
が
取
締
役
会
で
報

九
五
年
）
。

ら
れ
る
。

（
７
）

〈
６
）

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
の
竣
工
を
待
た
ず
に
移
転
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
「
大

正
十
四
年
中
取
締
役
会
決
議
録
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
全
」
、
大
正
十
四
年
十
月
什
二

日
常
会
報
告
）
。

「
決
定
見
積
書
」
に
綴
ら
れ
た
見
積
書
の
「
写
し
」
が
同
一
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
は
、
す

で
に
寺
嵜
弘
康
氏
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
前
掲
註
４
寺
嵜
論
文
四
五
頁
）
。

か
つ
て
拙
槁
「
旧
横
浜
正
金
銀
行
本
店
本
館
に
お
け
る
創
建
時
の
金
庫
扉
・
ス
チ
ー
ル
サ
ヅ

シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ヅ
タ
ー
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
」
会
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告

人
文
科
学
」
第
三
五
号
、
二
○
○
九
年
三
月
、
七
三
～
九
四
頁
）
に
お
い
て
、
「
決
定
見

積
言
」
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
金
庫
扉
・
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
・
ス
チ
ー
ル
シ
ャ
ヅ

タ
ー
の
分
析
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
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